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(57)【要約】
　従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削
減することのできる表示装置を提供することを目的とす
る。
　本発明の一態様に係る液晶表示装置が備えるタイミン
グコントローラは、あるフィールドにおいて選択された
走査線に対して走査信号が印加された後、当該選択され
た走査線の次に選択される走査線に対して走査信号が印
加されるまでの期間（Ｔ２～Ｔ３，Ｔ４～Ｔ５・・・）
におけるデータライン駆動電流を、選択された走査線に
走査信号が印加されたときのデータライン駆動電流に比
べて所定の割合だけ減少させ、一実施形態としては０と
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートライン、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデー
タライン、及び、当該複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応し
て配置された複数の画素を有する表示パネルと、
　上記複数のゲートラインに対し、ゲートライン駆動電流を供給することによってゲート
信号を印加するゲートライン駆動回路と、
　上記複数のデータラインに対し、データライン駆動電流を供給することによってデータ
信号を印加するデータライン駆動回路と、
　１フレームを複数のフィールドより構成するインターレース駆動方式を用いて上記ゲー
ト信号及び上記データ信号の制御を行う制御手段と、
を備え、
　上記制御手段は、あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信号
が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対してゲ
ート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流を、上記選択されたゲー
トラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電流に比べて所定の割合だけ
減少させる
ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　上記制御手段は、あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信号
が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対してゲ
ート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流を０にさせる、
ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　上記制御手段は、さらに、
　あるフィールドにおいて選択する選択画素に印加するデータ信号の極性を、上記ゲート
ラインに沿った方向および上記データラインに沿った方向について、それぞれ所定の数の
選択画素を単位として反転させると共に、
　あるフィールドにおける各選択画素に印加するデータ信号の極性を、該選択画素を選択
したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールドにおいて該選択画素に印
加したデータ信号の極性に対して反転させる、
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　上記データライン駆動回路は、上記画素のうち同じ色を表示する画素であって、列方向
に互いに最近接するｍ個（ｍは１以上の整数）の画素毎に極性が反転し、行方向に最近接
する画素毎に極性が反転するようにデータ信号を供給する、
ことを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　上記データライン駆動回路は、上記画素のうち同じ色を表示する画素であって、列方向
及び行方向に互いに最近接する画素毎に極性が反転したデータ信号を供給する、
ことを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　上記データライン駆動回路は、上記画素のうち同じ色を表示する画素であって、列方向
に互いに最近接する２つの画素毎に極性が反転し、行方向に最近接する画素毎に極性が反
転するようにデータ信号を供給する、
ことを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　上記表示パネルは、酸化物半導体を材料とする半導体層を有するスイッチング素子を備
えている、
ことを特徴とする請求項１から６の何れか１項に記載の表示装置。
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【請求項８】
　上記酸化物半導体は、ＩＧＺＯである、
ことを特徴とする請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　液晶表示装置である、
ことを特徴とする請求項１から８の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　複数のゲートライン、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデー
タライン、及び、当該複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応し
て配置された複数の画素を有する表示パネルを駆動する駆動装置であって、
　上記複数のゲートラインに対し、ゲートライン駆動電流を供給することによってゲート
信号を印加するゲートライン駆動回路と、
　上記複数のデータラインに対し、データライン駆動電流を供給することによってデータ
信号を印加するデータライン駆動回路と、
　１フレームを複数のフィールドより構成するインターレース駆動方式を用いて上記ゲー
ト信号及び上記データ信号の制御を行う制御手段と、
を備え、
　上記制御手段は、あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信号
が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対してゲ
ート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流を、上記選択されたゲー
トラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電流に比べて所定の割合だけ
減少させる
ことを特徴とする駆動装置。
【請求項１１】
　複数のゲートライン、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデー
タライン、及び、当該複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応し
て配置された複数の画素を有する表示パネルと、上記複数のゲートラインに対し、ゲート
ライン駆動電流を供給することによってゲート信号を印加するゲートライン駆動回路と、
上記複数のデータラインに対し、データライン駆動電流を供給することによってデータ信
号を印加するデータライン駆動回路とを有する液晶表示装置を、１フレームを複数のフィ
ールドより構成するインターレース駆動方式を用いて駆動する駆動方法であって、
　あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信号が印加された後、
当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対してゲート信号が印加さ
れるまでの期間におけるデータライン駆動電流を、上記選択されたゲートラインにゲート
信号が印加されたときのデータライン駆動電流に比べて所定の割合だけ減少させる
ことを特徴とする駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インターレース駆動を行う表示装置、駆動装置、及び、駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置の低消費電力化に関する技術の開発が盛んに行われている。低消費
電力化を図ることは、携帯電話、スマートフォン、またはラップトップ型パーソナルコン
ピュータ等の携帯可能な機器に搭載される液晶表示装置において特に重要な課題となって
いる。
【０００３】
　消費電力を低下させる技術の１つとして、表示部に備えられている走査線を１ライン又
は複数ライン毎に間引いて走査（選択）することによって、複数のフレームにより１画面
を構成するインターレース駆動が知られている。
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【０００４】
　特許文献１には、表示画像が動画か静止画かによってインターレース駆動とノンインタ
ーレース駆動とを切替えると共に、インターレース駆動においては、第ｉフレームにて、
ｋ番目、ｋ＋（ｊ＋１）番目、ｋ＋２（ｊ＋１）番目、・・・の順に走査線をｊ本おきに
走査し、第ｉ＋１フレームにて、ｋ＋１番目、ｋ＋１＋（ｊ＋１）番目、ｋ＋１＋２（ｊ
＋１）番目、・・・の順に走査線をｊ本おきに走査してインターレース駆動を行い、合計
ｊ＋１枚のフレームで１画面を構成する技術が開示されている。
【０００５】
　図２８は、特許文献１に開示されている平面表示装置において、１ライン毎（ｊ＝１）
に走査線を間引いて走査し、合計２枚のフレームで１画面を構成する場合のタイミングチ
ャートである。
【０００６】
　インターレース駆動においては、図２８に示すように、まず、第ｉフレームにおいて、
１ライン目が走査され、３ライン目が走査され、５ライン目が走査されるというように、
奇数ラインの走査線が走査される。次に、第ｉ＋１フレームにおいて、２ライン目が走査
され、４ライン目が走査され、６ライン目が走査されるというように、偶数ラインの走査
線が走査される。この第ｉフレーム及び第ｉ＋１フレームにおける走査によって、全ての
走査線が走査され、１つの画像が構成されることになる。
【０００７】
　このように、インターレース駆動においては、走査線を間引いて走査することによって
、消費電力を削減することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００６－６４９６４号公報（２００６年３月
９公開）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術などに代表される従来のインターレース駆動を
用いたとしても、特に携帯可能な液晶表示装置などに対して求められてきている低消費電
力化の要望を、必ずしも満たすことができていないという問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、その主たる目的は、従来
のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することのできる表示装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様に係る表示装置は、上記の課題を解決するために、複数のゲートライン
、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデータライン、及び、当該
複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応して配置された複数の画
素を有する表示パネルと、上記複数のゲートラインに対し、ゲートライン駆動電流を供給
することによってゲート信号を印加するゲートライン駆動回路と、上記複数のデータライ
ンに対し、データライン駆動電流を供給することによってデータ信号を印加するデータラ
イン駆動回路と、１フレームを複数のフィールドより構成するインターレース駆動方式を
用いて上記ゲート信号及び上記データ信号の制御を行う制御手段と、を備え、上記制御手
段は、あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信号が印加された
後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対してゲート信号が印
加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流を、上記選択されたゲートラインにゲ
ート信号が印加されたときのデータライン駆動電流に比べて所定の割合だけ減少させるこ
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とを特徴としている。
【００１２】
　上記の構成によれば、上記制御手段は、インターレース駆動方式を用いて上記ゲート信
号及び上記データ信号の印加を行う際に、上記あるフィールドにおいて選択されたゲート
ラインに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択され
るゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電
流を、上記選択されたゲートラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電
流に比べて所定の割合だけ減少させるように、上記データライン駆動回路を制御する。
【００１３】
　これによって、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信
号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対して
ゲート信号が印加されるまでの期間においてデータライン駆動電流を供給するために消費
される電力を削減することができる。
【００１４】
　したがって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することができる
。
【００１５】
　本発明の一態様に係る表示装置の駆動装置は、上記の課題を解決するために、複数のゲ
ートライン、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデータライン、
及び、当該複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応して配置され
た複数の画素を有する表示パネルを駆動する駆動装置であって、上記複数のゲートライン
に対し、ゲートライン駆動電流を供給することによってゲート信号を印加するゲートライ
ン駆動回路と、上記複数のデータラインに対し、データライン駆動電流を供給することに
よってデータ信号を印加するデータライン駆動回路と、１フレームを複数のフィールドよ
り構成するインターレース駆動方式を用いて上記ゲート信号及び上記データ信号の制御を
行う制御手段と、を備え、上記制御手段は、あるフィールドにおいて選択されたゲートラ
インに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択される
ゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流
を、上記選択されたゲートラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電流
に比べて所定の割合だけ減少させることを特徴としている。
【００１６】
　上記の構成によれば、上記制御手段は、インターレース駆動方式を用いて上記ゲート信
号及び上記データ信号の印加を行う際に、上記あるフィールドにおいて選択されたゲート
ラインに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択され
るゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電
流を、上記選択されたゲートラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電
流に比べて所定の割合だけ減少させるように、上記データライン駆動回路を制御する。
【００１７】
　これによって、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信
号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対して
ゲート信号が印加されるまでの期間においてデータライン駆動電流を供給するために消費
される電力を削減することができる。
【００１８】
　したがって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することができる
。
【００１９】
　本発明の一態様に係る表示装置の駆動方法は、上記の課題を解決するために、複数のゲ
ートライン、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデータライン、
及び、当該複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応して配置され
た複数の画素を有する表示パネルと、上記複数のゲートラインに対し、ゲートライン駆動
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電流を供給することによってゲート信号を印加するゲートライン駆動回路と、上記複数の
データラインに対し、データライン駆動電流を供給することによってデータ信号を印加す
るデータライン駆動回路とを有する表示装置を、１フレームを複数のフィールドより構成
するインターレース駆動方式を用いて駆動する駆動方法であって、あるフィールドにおい
て選択されたゲートラインに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラ
インの次に選択されるゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間における
データライン駆動電流を、上記選択されたゲートラインにゲート信号が印加されたときの
データライン駆動電流に比べて所定の割合だけ減少させることを特徴としている。
【００２０】
　上記の構成によれば、インターレース駆動方式を用いて上記ゲート信号及び上記データ
信号の印加を行う際に、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲ
ート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに
対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流を、上記選択さ
れたゲートラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電流に比べて所定の
割合だけ減少させるように制御する。
【００２１】
　これによって、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信
号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対して
ゲート信号が印加されるまでの期間においてデータライン駆動電流を供給するために消費
される電力を削減することができる。
【００２２】
　したがって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することができる
。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の一態様に係る表示装置は、上記の課題を解決するために、複数のゲートライン
、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデータライン、及び、当該
複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応して配置された複数の画
素を有する表示パネルと、上記複数のゲートラインにゲート信号を供給するゲートライン
駆動回路と、上記複数のデータラインにデータ信号を供給するデータライン駆動回路と、
１フレームを複数のフィールドより構成するインターレース駆動方式を用いて上記ゲート
信号及び上記データ信号の制御を行う制御手段と、を備え、上記制御手段は、上記インタ
ーレース駆動方式を用いる際に、あるフィールドにおいて走査が間引かれている期間に上
記データラインに供給されるデータ信号の絶対値を、当該走査が間引かれている期間の直
前であって、上記ゲートラインにゲート信号が供給されている期間に上記データラインに
供給するデータ信号の絶対値よりも小さくすることを特徴としている。
【００２４】
　これによって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示す図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置の表示パネルが備えるメイン画素を構成するサブ画素の
配置を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインターレース駆動
を行いつつ１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを
模式的に示した遷移図である。
【図４】走査信号とデータ信号との関係を示すタイミングチャートである。
【図５】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインターレース駆動
を行いつつ１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを
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模式的に示した遷移図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインターレース駆動
を行いつつ２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを
模式的に示した遷移図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインターレース駆動
を行いつつ２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを
模式的に示した遷移図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインターレース駆動
を行いつつ２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを
模式的に示した遷移図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインターレース駆動
を行いつつ２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを
模式的に示した遷移図である。
【図１０】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置の表示パネルに備えられ、メイン画
素を構成する４つのサブ画素の配置を示す図である。
【図１１】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインターレース
駆動を行いつつ１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化する
かを模式的に示した遷移図である。
【図１２】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインターレース
駆動を行いつつ２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化する
かを模式的に示した遷移図である。
【図１３】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインターレース
駆動を行いつつ１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化する
かを模式的に示した遷移図である。
【図１４】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインターレース
駆動を行いつつ２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化する
かを模式的に示した遷移図である。
【図１５】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインターレース
駆動を行いつつ２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化する
かを模式的に示した遷移図である。
【図１６】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置の表示パネルに備えられ、メ
イン画素を構成する３つのサブ画素の配置を示す図である。
【図１７】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインター
レース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図１８】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインター
レース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図１９】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインター
レース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図２０】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインター
レース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図２１】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、２ラインインター
レース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図２２】本発面のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置の表示パネルに備えられ、メ
イン画素を構成する２つのサブ画素の配置を示す図である。
【図２３】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置の表示パネルに備えられ、メ
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イン画素を構成する３つのサブ画素の配置を示す図である。
【図２４】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインター
レース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図２５】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインター
レース駆動を行うと共に、３ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図２６】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、３ラインインター
レース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図２７】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置において、３ラインインター
レース駆動を行うと共に、３ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのよう
に変化するかを模式的に示した遷移図である。
【図２８】特許文献１に開示されている平面表示装置において、１ライン毎に走査線を間
引いて走査し、２フレームで１画像を構成する場合のタイミングチャートを示す。
【図２９】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置において、１ラインインターレース駆
動を行いつつｍドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するか
を模式的に示した遷移図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　＜実施形態１＞
　本発明の一実施形態に係る表示装置について、図１から図９を参照して説明する。但し
、この実施形態に記載されている構成は、特に特定的な記載がない限り、この発明の範囲
をそれのみに限定する趣旨ではなく、単なる説明例に過ぎない。
【００２７】
　なお、本実施形態では、表示装置が液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Crystal Displ
ay）である表示パネルを備えた液晶表示装置である場合を例に挙げて説明するが、本発明
はこれに限定されるものではない。本発明に係る表示装置は、例えば、プラズマディスプ
レイ（ＰＤ：Plasma Display）を備えるＰＤＰ表示装置であってもよいし、また、ＥＬ（
Electro Luminescence）ディスプレイを備えるＥＬ表示装置などであってもよい。
【００２８】
　（液晶表示装置の構成）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の構成について、図１を参照して説明する。実施形態
１に係る液晶表示装置１の全体構成を示す図である。
【００２９】
　図１に示すように、液晶表示装置１は、表示パネル（液晶表示パネル）２、タイミング
コントローラ４（制御手段）、走査線駆動回路６（ゲートライン駆動回路）、信号線駆動
回路８（データライン駆動回路）、共通電極駆動回路１０、及び、電源生成回路１３を備
えている。
【００３０】
　表示パネル２は、総数Ｐ行（ただし、Ｐは１以上の整数）の走査線（ゲートライン）、
それらの走査線と交差するように配置された総数Ｑ列（ただし、Ｑは１以上の整数）のデ
ータ信号線（データライン）、及び、それらの走査線とそれらのデータ信号線との交差部
に対応して配置された複数のサブ画素を有している。なお、後述するように、所定の数の
サブ画素が、１つの纏まりとしてメイン画素（絵素）を構成する。
【００３１】
　タイミングコントローラ４は、外部から送られる同期信号及びゲートクロック信号を取
得し（矢印Ｄ）、液晶表示装置１が備える各回路が同期して動作するための基準となる信
号を各回路に対して出力する。具体的には、タイミングコントローラ４は、走査線駆動回
路６に対して、ゲートスタートパルス信号、ゲートクロック信号ＧＣＫ、及び、ゲート出



(9) JP WO2012/117896 A1 2012.9.7

10

20

30

40

50

力制御信号ＧＯＥを供給する（矢印Ｅ）。また、タイミングコントローラ４は、信号線駆
動回路８に対しては、ソーススタートパルス信号、ソースラッチストローブ信号、ソース
クロック信号、及び、極性反転信号、を出力する（矢印Ｆ）。
【００３２】
　また、タイミングコントローラ４は、走査線駆動回路６、及び、信号線駆動回路８の動
作を制御することによって、１フレームを複数のフィールドより構成するインターレース
駆動方式で液晶表示装置１を駆動する。
【００３３】
　具体的には、タイミングコントローラ４は、ゲート出力制御信号ＧＯＥを用いて、走査
線駆動回路６が走査線を走査（選択）するタイミングをコントロールする。また、タイミ
ングコントローラ４は、極性反転信号を用いて、信号線駆動回路８から供給されるデータ
信号の極性をコントロールする。
【００３４】
　また、タイミングコントローラ４は、あるフィールドにおいて選択された走査線（選択
走査線）に対して走査信号（ゲート信号）が供給された後、当該選択走査線の次に選択さ
れる走査線に対して走査信号が供給されるまでの期間における、任意のデータラインに供
給される信号線駆動電流（データライン駆動電流）Ｉ２を、選択走査線に走査信号が供給
されたときに当該任意のデータラインに供給された信号線駆動電流Ｉ１に比べて所定の割
合だけ減少させるように、信号線駆動回路８を制御する。ここで、上記任意のデータライ
ンとしては、Ｑ列のデータラインの一部としてもよいし、Ｑ列のデータラインの全てとし
てもよい。
【００３５】
　また、信号線駆動回路８は、タイミングコントローラ４からの指示に従い、上記信号線
駆動電流Ｉ２を、上記信号線駆動電流Ｉ１に比べて所定の割合だけ減少させるように駆動
する。なお、信号線駆動回路８は、データ信号線を高インピーダンス状態とするか、信号
線駆動回路８が備える出力段アンプ（いわゆる、ヴォルテージフォロワ）の信号線駆動電
流能力を低下させることによって、信号線駆動電流Ｉ２を信号線駆動電流Ｉ１に比べて所
定の割合だけ減少させればよい。
【００３６】
　例えば、上記信号線駆動電流Ｉ２を、上記信号線駆動電流Ｉ２に比べて３０パーセント
程度減少させるような駆動を行ってもよい。この場合、信号線駆動電流Ｉ２は、信号線駆
動電流Ｉ１の７０パーセント程度の値になる。なお、本実施形態では、信号線駆動回路８
において信号線駆動電流Ｉ２を１００パーセント減少させることによって、信号線駆動電
流Ｉ２を０にし、印加するデータ信号の電位の絶対値を０Ｖにする場合を例に挙げて説明
する。この場合には、信号線駆動回路８は、信号線駆動電流の供給を停止する、すなわち
、データ信号の印加を停止することになる。
【００３７】
　走査線駆動回路６は、タイミングコントローラ４から受け取ったゲートスタートパルス
信号を合図に、走査線の走査を開始する。走査線駆動回路６は、走査を開始すると、タイ
ミングコントローラ４から受け取ったゲートクロック信号ＧＣＫおよびゲート出力制御信
号ＧＯＥに従って各走査線に対して、表示パネル２の１行目の走査線から順次選択電圧を
印加していく。走査線駆動回路６は、各走査線に対して、走査線上の各サブ画素に備えら
れたスイッチング素子（ＴＦＴ）をオン状態にさせるための電圧である走査信号を順次供
給する。これにより、走査線駆動回路６は、各走査線を順次選択して走査する。なお、ス
イッチング素子をオン状態にさせるための電圧である走査信号を供給することを、以降、
走査線を走査する、とも記載する。
【００３８】
　具体的には、走査線駆動回路６は、受け取ったゲートクロックＧＣＫ信号に従って、各
走査線を順次選択する。そして、走査線駆動回路６は、受け取ったゲート出力制御信号Ｇ
ＯＥの立ち下りを検出したタイミングで、選択した走査線に対して、走査線駆動電流（ゲ
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ートライン駆動電流）を供給することによって選択電圧（すなわち、走査信号）を印加す
る。これにより、走査線駆動回路６は、選択した走査線を走査することとなる。また、走
査線駆動回路６は、後述するように、インターレース駆動を行うことができる。以降、走
査線に対し、走査線駆動電流を供給することによって走査信号を印加することを、単に、
走査信号を印加（又は、供給）する、とも表現する。
【００３９】
　信号線駆動回路８は、タイミングコントローラ４から受け取ったソーススタートパルス
信号を基に、入力された各サブ画素の画像データをソースクロック信号に従ってレジスタ
に蓄える。また、信号線駆動回路８は、次のソースラッチストローブ信号に従って表示パ
ネル２の各データ信号線に画像データであるデータ信号を供給し、各データ信号線を含む
サブ画素に備えられている画素電極を充電する。
【００４０】
　具体的には、信号線駆動回路８は、入力された映像信号（矢印Ａ）に基づいて、選択さ
れた走査線上の各サブ画素に出力すべき電圧の値を算出し、その値の電圧（すなわち、デ
ータ信号）を、信号線駆動電流を供給することによって各データ信号線に出力する。その
結果、選択された走査線上にある各サブ画素に対して画像データが供給されることとなる
。以降、データ信号線に対し、信号線駆動電流を供給することによってデータ信号を印加
することを、単に、データ信号を印加（又は、供給）する、とも表現する。
【００４１】
　さらに、信号線駆動回路８は、タイミングコントローラ４から受け取った極性反転信号
に従って、あるフィールドにおいて選択するサブ画素である選択画素に印加するデータ信
号の極性を、行方向および列方向について、それぞれ所定の数の選択画素を単位として反
転させると共に、あるフィールドにおける各選択画素に印加するデータ信号の極性を、選
択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールドにおいて該
選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転する。
【００４２】
　電源生成回路１３は、液晶表示装置１内の各回路が動作するために必要な電圧を生成す
る。そして、電源生成回路１３は、生成した電圧を、走査線駆動回路６、信号線駆動回路
８、タイミングコントローラ４、及び、共通電極駆動回路１０に出力する。
【００４３】
　液晶表示装置１は、表示パネル２内の各サブ画素に対して設けられる共通電極（不図示
）を備えている。共通電極駆動回路１０は、タイミングコントローラ４から入力される信
号（矢印Ｂ）に基づき、共通電極を駆動するための所定の共通電圧を共通電極に出力する
（矢印Ｃ）。
【００４４】
　（メイン画素の構成）
　次に、本実施形態に係る液晶表示装置１の表示パネル２が備えるメイン画素を構成する
サブ画素の配置について、図２を参照して説明する。図２は、本実施形態に係る液晶表示
装置１の表示パネル２が備えるメイン画素を構成するサブ画素の配置を示す図である。
【００４５】
　図２に示すように、３原色をそれぞれ個別に表示する３つのサブ画素（赤色を表示する
サブ画素Ｒ、青色を表示するサブ画素Ｂ、緑色を表示するサブ画素Ｇ）、及び、３原色の
少なくとも何れかを組み合わせて得られる１色を表示するサブ画素（白色を表示するサブ
画素Ｗ）の４つのサブ画素を単位として、１つのメイン画素（絵素）が構成されている。
また、これら４つのサブ画素は、列方向及び行方向にそれぞれ２つずつ並ぶように配置さ
れており、例えば、図２に示すように、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｂ、サブ画素Ｗ及びサブ
画素Ｇがそれぞれ行方向に隣接し、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｗ、サブ画素Ｂ及びサブ画素
Ｇが列方向に隣接するように配置されている。
【００４６】
　なお、本実施形態においては、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｂ、サブ画素Ｗ及びサブ画素Ｇ
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がそれぞれ行方向に隣接し、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｗ、サブ画素Ｂ及びサブ画素Ｇが列
方向に隣接するように配置されている場合を例に挙げて説明するが、本発明は、これに限
定されるものではない。４つのサブ画素の配置方法は、４の階乗通り、つまり、２４通り
の方法があり、例えば、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｇ、サブ画素Ｗ及びサブ画素Ｂがそれぞ
れ行方向に隣接し、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｗ、サブ画素Ｇ及びサブ画素Ｂが列方向に隣
接するように配置されていてもよい。
【００４７】
　なお、本実施形態においては、３原色の少なくとも何れかを組み合わせて得られる１色
として、白色を表示するサブ画素Ｗの４つのサブ画素を用いる場合を例に挙げて説明する
が、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、白色を表示するサブ画素Ｗに代え
て、黄色を表示するサブ画素Ｙを用いてもよいし、３原色のうち１色のみ（赤色、青色、
及び、緑色の何れか）を用いてもよいし、もちろん、他の色を表示するサブ画素を用いる
構成を採用してもよい。
【００４８】
　（インターレース駆動）
　インターレース駆動を行う場合、１フレームがフィールドと呼ばれる単位に分割され（
１フレームに走査される走査線が、各フィールドにおいて走査される複数の組に分割され
）、フィールドごとに順次走査が行われていく。
【００４９】
　例えば、１フレームを２つのフィールドに分割するときには、走査線駆動回路６は、あ
るフィールド（以降、第１フィールドとも呼称する）において、走査信号を供給する走査
線を１走査線毎に間引くことにより、１本飛ばしで走査する。また、次のフィールド（以
降、第２フィールドとも呼称する）において、第１フィールドにおいて走査されなかった
走査線を走査する。つまり、第１フィールドを奇数行の走査線を走査することによって構
成する場合、第２フィールドは偶数行の走査線を走査することによって構成される。
【００５０】
　本実施形態は、第１フィールド及び第２フィールドを、走査線を１行飛ばしで走査する
ことによって構成する場合に限定するものではなく、それぞれのフィールドを、走査線を
２行飛ばしで走査することによって構成してもよい。
【００５１】
　また、本実施形態に係るインターレース駆動方式においては、第ｉフィールドにて、ｋ
番目、ｋ＋（ｊ＋１）番目、ｋ＋２（ｊ＋１）番目、・・・の順に走査線をｊ本おきに走
査し、第ｉ＋１フィールドにて、ｋ＋１番目、ｋ＋１＋（ｊ＋１）番目、ｋ＋１＋２（ｊ
＋１）番目、・・・の順に走査線をｊ本おきに走査してインターレース駆動を行い、合計
ｊ＋１枚のフィールドで１フレームを構成してもよい。
【００５２】
　（データ信号）
　ここで、走査線を１本飛ばしで走査するインターレース駆動において、信号線駆動回路
８が、上述した信号線駆動電流Ｉ２を０にすることで、信号線駆動電流Ｉ２を供給するこ
とによって印加するデータ信号の電位を０Ｖにする場合を例に挙げ、走査線駆動回路６及
び信号線駆動回路８の動作タイミングについて説明する。
【００５３】
　まず、あるフレームの第１フィールドにおいて、ある走査線が選択されると略同時に、
各データ信号線に対してデータ信号の供給が開始される。各データ信号線に供給されるデ
ータ信号の電位は、ある走査線の選択が終了すると（すなわち、当該ある走査線に対して
ゲート信号の供給が終了すると）略同時に０Ｖになり、０Ｖであるデータ信号の電位は当
該ある走査線の次に選択される走査線が選択されるまで（すなわち、当該ある走査線の次
に選択される走査線に対してゲート信号の供給が開始されるまで）維持される。
【００５４】
　次に、ある走査線の次に選択される走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に
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対して、新たにデータ信号の供給が開始される。各データ信号線に新たに供給されたデー
タ信号の電位は、ある走査線の次に選択される走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖに
なる。
【００５５】
　上述のように、信号線駆動回路８は、あるフレームの第１フィールドにおいて、走査線
駆動回路６によってある走査線の選択が終了した時点から、ある走査線の次に選択される
走査線が選択されるまでの期間、データ信号の電位を０Ｖにするよう駆動する。
【００５６】
　また、走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８は、あるフレームの第２フィールドにお
いても、第１フィールドと同様に動作する。さらに、あるフレームの次のフレームの第１
フィールド（又は第２フィールド）においても、走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８
は、あるフレームの第１フィールド（又は第２フィールド）と同様に動作する。
【００５７】
　以上のように、タイミングコントローラ４は、インターレース駆動方式を用いて走査信
号及びデータ信号の印加を行う際に、あるフィールドにおいて選択された走査線に対して
走査信号が印加された後、当該選択された走査線の次に選択される走査線に対して走査信
号が印加されるまでの期間における信号線駆動電流を、選択された走査線に走査信号が印
加されたときの信号線駆動電流に比べて所定の割合だけ減少させるように、信号線駆動回
路８を制御する。
【００５８】
　これによって、あるフィールドにおいて選択された走査線に対して走査信号が印加され
た後、当該選択された走査線の次に選択される走査線に対して走査信号が印加されるまで
の期間において信号線駆動電流を供給するために消費される電力を削減することができる
。
【００５９】
　したがって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することができる
。
【００６０】
　また、以上のように、タイミングコントローラ４は、あるフィールドにおいて選択され
た走査線に対して走査信号が印加された後、当該選択された走査線の次に選択される走査
線に対して走査信号が印加されるまでの期間における信号線駆動電流の供給を０にさせる
ことによって走査信号の電位の絶対値を０Ｖにさせるよう、信号線駆動回路８を制御する
。
【００６１】
　これによって、あるフィールドにおいて選択された走査線に対して走査信号が印加され
た後、当該選択された走査線の次に選択される走査線に対して走査信号が印加されるまで
の期間において信号線駆動電流を供給するために消費される電力を、さらに削減すること
ができる。
【００６２】
　なお、上述した信号線駆動回路８の動作は、反転駆動と併用してもよいし、併用しなく
てもよい。反転駆動と併用して動作する場合の信号線駆動回路８の動作について、以下に
説明する。
【００６３】
　〔１ラインインターレース駆動、１ドット反転駆動〕
　以下では、走査線駆動回路６が、インターレース駆動によってｎ（ただし、ｎは１以上
の整数）行飛ばしで走査を行いつつ、信号線駆動回路８が、選択走査線についてのデータ
信号の極性を、ｍ（ただし、ｍは１以上の整数）行の選択走査線毎に反転する場合につい
て説明する。本実施形態では、ｍ行の選択走査線毎に反転する駆動について、ｍドット反
転駆動を例に挙げて説明するが、これに限定されるものではない。
【００６４】



(13) JP WO2012/117896 A1 2012.9.7

10

20

30

40

50

　まず、１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、１ドット反転駆動（ｍ＝
１）を行う場合について、図３を参照して説明する。図３は、本実施形態の液晶表示装置
１において、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【００６５】
　本実施形態に係る１ラインインターレース駆動においては、第１フィールドが、図３に
示すように、ｐ（ただし、１≦ｐ≦Ｐ－１１）行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋
４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線を走査することによって構成されるものとす
る。また、第２フィールドが、ｐ＋１行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の
走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を走査することによって構成されるものとする。すな
わち、第１フィールド及び第２フィールドは、走査線を１行飛ばしで走査することにより
構成されることになる。
【００６６】
　（第ｘフレームの第１フィールド）
　図３に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ
行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線を
順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋３行
目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線の走査は間引かれる。走査
線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、１走査線毎
に走査線を走査する。
【００６７】
　図３に示すように、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、走査線駆動回路６により
ｐ行目の走査線が走査される際に、信号線駆動回路８は、ｑ（ただし、１≦ｑ≦Ｑ－１５
）列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給し、ｑ＋１列目のデ
ータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給する。さらに、信号線駆動回路
８は、ｑ＋２列目、及び、ｑ＋３列目のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ
信号を供給し、ｑ＋４列目、及び、ｑ＋５列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であ
るデータ信号を供給し、ｑ＋６列目、及び、ｑ＋７列目のデータ信号線に対して極性が「
－」であるデータ信号を供給する。
【００６８】
　本実施形態において、信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６がｐ行
目の走査線を走査する際に、１列目のデータ信号線からＱ列目のデータ信号線まで、図３
の破線で示すメイン画素を構成する行方向に並ぶ２つのサブ画素毎に同じ極性のデータ信
号を供給する。換言すると、行方向について、メイン画素を構成する行方向に並ぶ２つの
サブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転する。
【００６９】
　また、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、走査線駆動回路６によりｐ＋２行目の
走査線が走査される際に、信号線駆動回路８は、ｑ列目のデータ信号線に対して極性が「
－」であるデータ信号を供給し、ｑ＋１列目のデータ信号線に対して極性が「－」である
データ信号を供給する。さらに、信号線駆動回路８は、ｑ＋２列目、及び、ｑ＋３列目の
データ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給し、ｑ＋４列目、及び、ｑ＋
５列目のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供給し、ｑ＋６列目、及
び、ｑ＋７列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給する。
【００７０】
　信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６がｐ＋２行目の走査線を走査
する際に、１列目のデータ信号線からＱ列目のデータ信号線まで、メイン画素を構成する
行方向に並ぶ２つのサブ画素毎に同じ極性のデータ信号を供給するよう駆動する。
【００７１】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、ｐ行目の走
査線及びｑ列目のデータ信号線により画定されるサブ画素（以降、（ｐ、ｑ）番目のサブ
画素とも呼称する）Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図３に示すように、「＋」の極
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性になる。また、（ｐ＋２、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、及び、（ｐ、ｑ＋２）番目のサブ画
素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図３に示すように、「－」の極性になる。
【００７２】
　また、（ｐ、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図３に示す
ように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋２、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｂ、及び、（ｐ
、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図３に示すように、「－
」の極性になる。
【００７３】
　これにより、本例において、信号線駆動回路８は、第１フィールドにおいて走査される
走査線により画定されるサブ画素のうち、同じ色を表示するサブ画素であって、互いに最
近接するサブ画素に対して、互いに極性が反対のデータ信号を印加する。
【００７４】
　つまり、信号線駆動回路８は、行方向および列方向について、それぞれ、行方向のメイ
ン画素を構成する２つのサブ画素、列方向の１つのサブ画素を、１つの単位（すなわち、
２×１の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を反
転する。
【００７５】
　（第ｘフレームの第２フィールド）
　次に、走査線駆動回路６は、図３に示すように、第ｘフレームの第２フィールドにおい
て、ｐ＋１行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目
の走査線を順次走査する。ことのき、第１フィールドであるｐ行目の走査線、ｐ＋２行目
の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。このよ
うにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、走査線を１行飛ばしで走査する。し
たがって、走査線駆動回路６は、図３に示すように、第１フィールドの走査線の走査と、
第２フィールドの走査線の走査とを繰り返すことにより、１ラインインターレース駆動を
行う。
【００７６】
　図３に示すように、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、走査線駆動回路６により
ｐ＋１行目の走査線が走査される際に、信号線駆動回路８は、ｑ列目のデータ信号線に対
して極性が「＋」であるデータ信号を供給し、ｑ＋１列目のデータ信号線に対して極性が
「＋」であるデータ信号を供給する。さらに、信号線駆動回路８は、ｑ＋２列目、及び、
ｑ＋３列目のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供給し、ｑ＋４列目
、及び、ｑ＋５列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給し、ｑ
＋６列目、及び、ｑ＋７列目のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供
給する。
【００７７】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、走査線駆動回路６によりｐ＋３行目の
走査線が走査される際に、信号線駆動回路８は、ｑ列目のデータ信号線に対して極性が「
－」であるデータ信号を供給し、ｑ＋１列目のデータ信号線に対して極性が「－」である
データ信号を供給する。さらに、信号線駆動回路８は、ｑ＋２列目、及び、ｑ＋３列目の
データ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給し、ｑ＋４列目、及び、ｑ＋
５列目のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供給し、ｑ＋６列目、及
び、ｑ＋７列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給する。
【００７８】
　本実施形態において、信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６がｐ行
目の走査線を走査する際に、１列目のデータ信号線からＱ列目のデータ信号線まで、行方
向に並ぶ２つのサブ画素毎に同じ極性のデータ信号を供給するよう駆動する。
【００７９】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、（ｐ＋１、
ｑ）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は、図３に示すように、「＋」の極
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性になる。また、（ｐ＋３、ｑ）番目のサブ画素Ｗ、及び、（ｐ＋１、ｑ＋２）番目のサ
ブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は、図３に示すように、「－」の極性になる。
【００８０】
　また、（ｐ＋１、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇに印加されるデータ信号の極性は、図３に
示すように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋３、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｂ、及び、
（ｐ＋１、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図３に示すよう
に、「－」の極性になる。
【００８１】
　すなわち、信号線駆動回路８は、第２フィールドにおいて走査される走査線により画定
されるサブ画素のうち、同じ色を表示するサブ画素であって、互いに最近接するサブ画素
に対して、互いに極性が反対のデータ信号を印加する。
【００８２】
　（第ｘ＋１フレームの第１フィールド及び第２フィールド）
　図３に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加さ
れるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画素
に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィールド
において、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィールド
において、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【００８３】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【００８４】
　以上のように、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、フィールド毎に走査と非走査
を繰り返し、信号線駆動回路８は、フレーム毎に、各データ信号線に供給するデータ信号
の極性を反転するように駆動する。
【００８５】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　ここで、図３に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置１が、１ラインインターレ
ース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行う場合の、走査信号及びデータ信号のタイ
ミングについて、図４を参照して説明する。図４は、走査信号とデータ信号との関係を示
すタイミングチャートである。
【００８６】
　図４に示すように、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、時刻Ｔ１においてｐ行目
の走査線にハイレベル（Ｈレベル）の電圧の走査信号が印加される（すなわち、ｐ行目の
走査線が選択される）と略同時に、ｑ列目、ｑ＋１列目及びｑ＋４列目のデータ信号線に
対し、図３に示されるように、極性が「＋」であるデータ信号の供給が開始される。また
、時刻Ｔ１において、ｐ行目の走査線が選択されると略同時に、ｑ＋２列目及びｑ＋３列
目のデータ信号線に対し、極性が「－」であるデータ信号の供給が開始される。
【００８７】
　そして、各データ信号線に供給されたデータ信号の電位は、時刻Ｔ２においてｐ行目の
走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。すなわち、時刻Ｔ２において、各データ
信号線に対するデータ信号の供給が停止されることになる。データ信号の供給の停止は、
時刻Ｔ３においてｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
【００８８】
　次に、時刻Ｔ３において、ｐ＋２行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号
線に対して、時刻Ｔ１において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供
給が開始される。また、各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、時刻Ｔ
４においてｐ＋２行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、時刻Ｔ５におい
てｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
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【００８９】
　次に、時刻Ｔ５において、ｐ＋４行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号
線に対して、時刻Ｔ１において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供
給が開始される。また、各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、時刻Ｔ
６においてｐ行目の走査線の走査が終了すると略同時に０Ｖになる。
【００９０】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、図４に示すように、時刻Ｔ７において
ｐ＋１行目の走査線が選択されると略同時に、ｑ列目、ｑ＋１列目及びｑ＋４列目のデー
タ信号線に対し、極性が「＋」であるデータ信号の供給が開始される。また、時刻Ｔ７に
おいてｐ＋１行目の走査線が選択されると略同時に、ｑ＋２列目及びｑ＋３列目のデータ
信号線に対し、極性が「－」であるデータ信号の供給が開始される。各データ信号線に供
給されたデータ信号の電位は、Ｔ８においてｐ＋１行目の走査線の走査が終了すると略同
時に０Ｖになる。すなわち、時刻Ｔ８において、各データ信号線に対するデータ信号の供
給が停止されることになる。データ信号の停止は、時刻Ｔ９においてｐ＋３行目の走査線
が選択されるまで維持される。
【００９１】
　次に、時刻Ｔ９において、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号
線に対して、時刻Ｔ７において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供
給が開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、時刻Ｔ１０に
おいてｐ＋３行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【００９２】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、時刻Ｔ１１においてｐ行目の走
査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィールド
において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信号の供給が開始される。こ
のときに各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、時刻Ｔ１２においてｐ
行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。また、時刻Ｔ１３においてｐ＋２
行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フ
ィールドにおいて供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。このときに各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、時刻Ｔ１４に
おいてｐ＋２行目の走査線の走査が終了すると略同時に０Ｖになる。
【００９３】
　また、第ｘ＋１フレームの第２フィールドにおいて、各走査線が順次選択されると略同
時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第２フィールドにおいて供給されたデー
タ信号の極性と反対の極性のデータ信号の供給が順次開始される。各データ信号線に対し
て供給されるデータ信号の電位は、各走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【００９４】
　なお、タイミングコントローラ４は、データ信号の極性を、所定の数の選択画素毎に反
転させると共に、あるフィールドにおいて各選択画素に印加するデータ信号の極性を、該
選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールドにおいて
該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転させるように信号線駆動回路８を制
御する。これによって、走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８は、インターレース駆動
によって選択されたゲートラインに対してドット反転駆動を適用するよう駆動する。
【００９５】
　また、上記の構成によって、タイミングコントローラ４は、第ｘフレームの第１フィー
ルド（又は、第２フィールド）において各選択画素に印加するデータ信号の極性を、第ｘ
＋１フレームの第１フィールド（又は、第２フィールド）において反転させるように、信
号線駆動回路を制御する。
【００９６】
　したがって、従来のインターレース駆動と比較して消費電力を削減しつつ、ドット反転
駆動によってフリッカの発生を抑制することができる。
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【００９７】
　なお、本実施形態において、走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が、１ラインイン
ターレース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行う場合に、行方向について、メイン
画素を構成する行方向に並ぶ２つのサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデー
タ信号の極性を反転する場合を例に挙げて説明したが、本実施形態は、これに限定される
ものではない。例えば、信号線駆動回路８が、行方向について、メイン画素を構成する行
方向に並ぶ２つのサブ画素に異なる極性のデータ信号を印加し、互いに隣接するメイン画
素のそれぞれを構成するサブ画素であって、行方向に隣接する２つのサブ画素を１単位と
して、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転する構成を採用してもよい。
【００９８】
　１ラインインターレース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行う場合において、互
いに他のメイン画素を構成するサブ画素であり、行方向に隣接する２つのサブ画素を１単
位（すなわち、２×１の選択画素群を１つの単位）として、各サブ画素に印加するデータ
信号の極性を反転する場合の駆動について、図５を参照して説明する。図５は、本実施形
態に係る液晶表示装置１において、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に
示した遷移図である。
【００９９】
　（第ｘフレーム）
　図５に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ
行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線を
順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋３行
目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線の走査は間引かれる。
【０１００】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、走査
線を１行飛ばしに走査し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０１０１】
　このとき、信号線駆動回路８は、互いに他のメイン画素を構成するサブ画素であり、行
方向に隣接する２つのサブ画素に同じ極性のデータ信号を印加する。また、各フィールド
において走査される走査線により画定されるサブ画素のうち、列方向に隣接して配置され
る１サブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０１０２】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、（ｐ、ｑ＋
１）番目のサブ画素Ｂ、及び、（ｐ、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号
の極性は、図５に示すように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋２、ｑ＋１）番目のサ
ブ画素Ｂ、（ｐ、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｂ、（ｐ＋２、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｒ、及
び、（ｐ、ｑ＋４）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図５に示すよう
に、「－」の極性になる。
【０１０３】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図５に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加さ
れるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画素
に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィールド
において、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィールド
において、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０１０４】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０１０５】
　以上のように、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、フィールド毎に走査と非走査
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を繰り返し、信号線駆動回路８は、フレーム毎に、各データ信号線に供給するデータ信号
の極性を反転するように駆動する。
【０１０６】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０１０７】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ１）と
略同時に、各データ信号線に対し、図５に示される極性のデータ信号の供給が開始される
。このときのデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖにな
り、ｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０１０８】
　次に、ｐ＋２行目の走査線が選択と略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ１にお
いて供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。また、各
データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線ｂに選択が終
了すると略同時に０Ｖになる。
【０１０９】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ２）と略同時に、各データ信号線に対し、図５に示される極性のデータ信号の供給が
開始される。供給されたデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線の選択が終了すると略
同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０１１０】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が走査されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
２において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。各
データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線の選択が終了
すると略同時に０Ｖになる。
【０１１１】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、各
走査線の走査が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０１１２】
　〔１ラインインターレース駆動、２ドット反転駆動〕
　次に、１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、２ドット反転駆動（ｍ＝
２）を行う場合について、図６を参照して説明する。図６は、本実施形態に係る液晶表示
装置１において、１ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う場
合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０１１３】
　（第ｘフレーム）
　図６に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ
行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線を
順次走査する。走査線駆動回路６は、ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行
目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線の走
査は間引かれる。
【０１１４】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、１行
飛ばしに走査線を走査し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０１１５】
　このとき、信号線駆動回路８は、メイン画素を構成する行方向に並ぶ２つのサブ画素毎
に同じ極性のデータ信号を印加する。また、各フィールドにおいて走査される走査線によ
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り画定されるサブ画素のうち、列方向に隣接して配置される１サブ画素毎に印加するデー
タ信号の極性を反転する。
【０１１６】
　信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６が走査線を走査する際に、１
列目のデータ信号線からＱ列目のデータ信号線まで、メイン画素を構成する行方向に並ぶ
２つのサブ画素に同じ極性のデータ信号を供給するように駆動する。
【０１１７】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、（ｐ、ｑ）
番目のサブ画素Ｒ、及び、（ｐ＋２、ｑ）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極
性は、図６に示すように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋４、ｑ）番目のサブ画素Ｒ
、（ｐ＋６、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｒ、及び、（ｐ＋２
、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図６に示すように、「－
」の極性になる。
【０１１８】
　同様にして、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋１、ｑ）番目のサブ画素
Ｗ、及び、（ｐ＋３、ｑ）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は、図６に示
すように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋５、ｑ）番目のサブ画素Ｗ、（ｐ＋７、ｑ
）番目のサブ画素Ｗ、（ｐ＋１、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｗ、及び、（ｐ＋３、ｑ＋２）
番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は、図６に示すように、「－」の極性に
なる。
【０１１９】
　これにより、本例において、信号線駆動回路８は、第ｘフレームの第１フィールド又は
第２フィールドにおいて走査される走査線により画定されるサブ画素のうち、同じ色を表
示するサブ画素であって、列方向に互いに最近接する２つのサブ画素毎に極性が反転し、
行方向に最近接するサブ画素毎の極性が反転するようにデータ信号を供給し、２ドット反
転駆動を行う。
【０１２０】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向のメイン画素を構成する２つのサブ画素、列方向の２つのサブ画素を、
１つの単位（すなわち、２×２の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加す
るデータ信号の極性を反転する。
【０１２１】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図６に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加さ
れるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画素
に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィールド
において、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィールド
において、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０１２２】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０１２３】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０１２４】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ３）と
略同時に、各データ信号線に対し、図６に示される極性のデータ信号の供給が開始される
。供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の走査が終了すると略同時に０Ｖにな
り、ｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
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【０１２５】
　次に、ｐ＋２行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
３において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。ま
た、各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線の選択
が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０１２６】
　次に、ｐ＋４行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
３において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。ま
た、各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋４行目の走査線の選択
が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋４行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０１２７】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ４）と略同時に、各データ信号線に対し、図６に示される極性のデータ信号の供給が
開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線の選
択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０１２８】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
４において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。各
データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線の選択が終了
すると略同時に０Ｖになる。
【０１２９】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、各
走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０１３０】
　〔２ラインインターレース駆動、２ドット反転駆動〕
　なお、本実施形態において、１ラインインターレース駆動を行うと共に、１ドット反転
駆動を行う場合を例に挙げて説明したが、本発明は、これに限定されるものではない。例
えば、２ラインインターレース駆動（ｎ＝２）を行うと共に、２ドット反転駆動（ｍ＝２
）を行ってもよい。
【０１３１】
　２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う場合について、図
７を参照して説明する。図７は、本実施形態に係る液晶表示装置１において、２ラインイ
ンターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がど
のように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０１３２】
　２ラインインターレース駆動を行うため、第１フィールドが、図７に示すように、ｐ行
目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を走
査することによって構成されるものとする。また、第２フィールドが、ｐ＋１行目の走査
線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線を走査するこ
とによって構成されるものとする。すなわち、第１フィールド及び第２フィールドは、走
査線を２行飛ばしで走査することにより構成されることになる。
【０１３３】
　（第ｘフレーム）
　図７に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ
行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を
順次走査する。このとき、第２フィールドであるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋２行目の走査
線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。
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【０１３４】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、２行
飛ばしに走査線を走査し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０１３５】
　このとき、信号線駆動回路８は、メイン画素を構成する行方向に並ぶ２つのサブ画素毎
に同じ極性のデータ信号を印加する。また、各フィールドにおいて走査される走査線によ
り画定されるサブ画素のうち、列方向に最近接して配置される２つのサブ画素毎に印加す
るデータ信号の極性を反転する。
【０１３６】
　信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６が走査線を走査する際に、１
列目のデータ信号線からＱ列目のデータ信号線まで、メイン画素を構成する行方向に並ぶ
２つのサブ画素に同じ極性のデータ信号を印加するように駆動する。
【０１３７】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、（ｐ、ｑ）
番目のサブ画素Ｒ、及び、（ｐ＋３、ｑ）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極
性は、図７に示すように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋４、ｑ）番目のサブ画素Ｒ
、（ｐ、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋７、ｑ）番目のサブ画素Ｗ、及び、（ｐ＋３
、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は、図７に示すように、「－
」の極性になる。
【０１３８】
　同様にして、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋１、ｑ）番目のサブ画素
Ｗ、及び、（ｐ＋２、ｑ）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図７に示
すように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋５、ｑ）番目のサブ画素Ｗ、（ｐ＋６、ｑ
）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋１、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｗ、及び、（ｐ＋２、ｑ＋２）
番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図７に示すように、「－」の極性に
なる。
【０１３９】
　これにより、本例において、信号線駆動回路８は、第１フレームの第１フィールド又は
第２フィールドにおいて走査される走査線により画定されるサブ画素のうち、同じ色を表
示するサブ画素であって、行方向及び列方向に互いに最近接するサブ画素に対して印加さ
れるデータ信号の極性が反転するように１ドット反転駆動を行う。
【０１４０】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向に隣接するメイン画素を構成する２つのサブ画素、列方向に隣接する２
つのサブ画素を１つの単位（すなわち、２×２の選択画素群を１つの単位）として、各選
択画素に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０１４１】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図７に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加さ
れるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画素
に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィールド
において、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィールド
において、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０１４２】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０１４３】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
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【０１４４】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ５）と
略同時に、各データ信号線に対し、図７に示される極性のデータ信号の供給が開始される
。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了すると
略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０１４５】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
５において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。ま
た、各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線が選択
された後、ｐ＋４行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋７行目の走
査線が選択されるまで維持される。
【０１４６】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ６）と略同時に、各データ信号線に対し、図７に示される極性のデータ信号の供給が
開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線が選
択された後、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋５行目の
走査線が選択されるまで維持される。
【０１４７】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。そして、各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電
位は、各走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０１４８】
　なお、本実施形態において、２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転
駆動を行う場合に、信号線駆動回路８が、行方向について、メイン画素を構成する行方向
に並ぶ２つのサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転す
る場合を例に挙げて説明したが、本発明は、これに限定されるものではない。例えば、信
号線駆動回路８が、行方向について、メイン画素を構成する行方向に隣接する２つのサブ
画素に異なる極性のデータ信号を印加し、互いに隣接するメイン画素のそれぞれを構成す
るサブ画素であって、行方向に隣接する２つのサブ画素を１単位として、各サブ画素に印
加するデータ信号の極性を反転する構成を採用してもよい。
【０１４９】
　２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う場合において、互
いに他のメイン画素を構成するサブ画素であり、行方向に隣接する２つのサブ画素を１単
位として、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転するの駆動について、図８を参
照して説明する。図８は、本実施形態に係る液晶表示装置１において、各サブ画素の極性
がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０１５０】
　（第ｘフレーム）
　図８に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ
行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を
順次走査する。このとき、第２フィールドであるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋２行目の走査
線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。
【０１５１】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、走査
線を２行飛ばしに走査し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０１５２】
　このとき、信号線駆動回路８は、互いに他のメイン画素を構成するサブ画素であり、行
方向に隣接する２つのサブ画素に同じ極性のデータ信号を印加する。また、各フィールド
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において走査される走査線により画定されるサブ画素のうち、列方向に最近接して配置さ
れるサブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０１５３】
　信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６が走査線を走査する際に、１
列目のデータ信号線からＱ列目のデータ信号線まで、互いに他のメイン画素を構成するサ
ブ画素であり、行方向に隣接する２つのサブ画素に同じ極性のデータ信号を供給するよう
に駆動する。
【０１５４】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、（ｐ、ｑ）
番目のサブ画素Ｒ、及び、（ｐ＋３、ｑ）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極
性は、図８に示すように、「－」の極性になる。また、（ｐ＋４、ｑ）番目のサブ画素Ｒ
、（ｐ、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋７、ｑ）番目のサブ画素Ｗ、及び、（ｐ＋３
、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は、図８に示すように、「＋
」の極性になる。
【０１５５】
　同様にして、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋１、ｑ）番目のサブ画素
Ｗ、及び、（ｐ＋２、ｑ）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図８に示
すように、「－」の極性になる。また、（ｐ＋５、ｑ）番目のサブ画素Ｗ、（ｐ＋６、ｑ
）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋１、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｗ、及び、（ｐ＋２、ｑ＋２）
番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図８に示すように、「＋」の極性に
なる。
【０１５６】
　これにより、本例において、信号線駆動回路８は、第１フィールド又は第２フィールド
において、同じ色を表示するサブ画素であって、互いに最近接するサブ画素に対して、互
いに極性が反対のデータ信号を供給する。
【０１５７】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、互いに他のメイン画素を構成するサブ画素であって行方向に隣接する２つのサ
ブ画素、列方向に隣接する２つのサブ画素を、１つの単位として、各選択画素に印加する
データ信号の極性を反転する。
【０１５８】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図８に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加さ
れるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画素
に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィールド
において、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィールド
において、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０１５９】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０１６０】
　なお、本実施形態において、２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転
駆動を行う際に、信号線駆動回路８が、列方向について、各フレームの第１フィールドに
おいて走査が間引かれる隣接した２行の走査線を挟んだ走査線（例えば、図７において、
ｐ行目及びｐ＋３行目の走査線など）により画定される２つのサブ画素を１単位として、
各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転する場合を例に挙げて説明したが、本実施
形態は、これに限定されるものではない。例えば、信号線駆動回路８が、列方向について
、各フレームの第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査線
により画定される２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデータ
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信号の極性を反転する構成を採用してもよい。
【０１６１】
　２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う際に、各フレーム
の第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査線により画定さ
れる２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を
反転する場合について、図９を参照して説明する。図９は、本実施形態に係る液晶表示装
置１において、２ラインインターレース駆動を行うと共に２ドット反転駆動を行う際に、
各フレームの第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査線に
より画定される２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデータ信
号の極性を反転する場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した
遷移図である。
【０１６２】
　図９に示すように、走査線駆動回路６は、２ラインインターレース駆動を行うために、
第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋４
行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を順次走査する。ことのき、第２フィールドの
走査線であるｐ＋２行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ
＋６行目の走査線の走査は間引かれる。
【０１６３】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、２走
査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、２行の
走査線毎に走査と非走査を繰り返し、フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える
。
【０１６４】
　このとき、信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する、行
方向に並ぶ２つのサブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接するメ
イン画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、第１フィールドにおいて走査
が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査線により画定される２つの隣接するサブ画素毎
に、印加するデータ信号の極性を反転する。さらに、信号線駆動回路８は、同じサブ画素
に対し、１フレーム毎に極性の反転したデータ信号を印加する。
【０１６５】
　信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６が走査線を走査する際に、１
列目のデータ信号線からＱ列目のデータ信号線まで、メイン画素を構成するサブ画素であ
って行方向に隣接する２つのサブ画素に同じ極性のデータ信号を印加するように駆動する
。
【０１６６】
　これによって、図９に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サ
ブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応
する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレームの
第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの
第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対にな
る。
【０１６７】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０１６８】
　〔１ラインインターレース駆動、ｍドット反転駆動〕
　１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、ｍドット反転駆動を行う場合に
ついて、図３０を参照して説明する。図３０は、本実施形態に係る液晶表示装置１におい
て、１ラインインターレース駆動を行うと共に、ｍドット反転駆動を行う場合に、各サブ
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画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。ここで、ｍドットと
は、各フィールドにおける選択走査線に対応する走査画素のうち、「ｍ行×２列」の選択
画素を指すが、これは本実施形態を限定するものではなく、「ｍ行×任意の数の列」の選
択画素毎にデータ信号の極性を反転する駆動の一例である。
【０１６９】
　１ラインインターレース駆動を行うため、各フレームにおける第１フィールド及び第２
フィールドは、図３０に示すように、走査線を１行飛ばしで走査することにより構成され
ることになる。
【０１７０】
　（第ｘフレーム）
　図３０に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ、ｐ＋２、・・・、ｐ＋２ｍ－２、ｐ＋２ｍ、・・・、ｐ＋４ｍ－２行目の各走査線を
順次走査する。走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査
線まで、１行飛ばしに走査線を走査し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替
える。
【０１７１】
　このとき、信号線駆動回路８は、メイン画素を構成する行方向に並ぶ２つのサブ画素毎
に同じ極性のデータ信号を印加する。また、各フィールドにおいて走査される走査線によ
り画定されるサブ画素のうち、列方向に最近接して配置される２つのサブ画素毎に印加す
るデータ信号の極性を反転する。
【０１７２】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、（ｐ、ｑ）
番目、（ｐ＋２、ｑ）番目、・・・、（ｐ＋２ｍ－２、ｑ）番目のサブ画素Ｒ印加される
データ信号の極性は、図３０に示すように「＋」の極性になる。また、（ｐ＋２ｍ、ｑ）
番目、・・・、（ｐ＋４ｍ－２、ｑ）番目、（ｐ、ｑ＋２）番目、・・・、（ｐ＋２ｍ－
２、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図３０に示すように「
－」の極性になる。
【０１７３】
　同様にして、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋２ｍ＋１、ｑ）番目、・
・・、（ｐ＋４ｍ－１、ｑ）番目、のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は「＋」
になる。また、（ｐ＋１、ｑ）番目、・・・、（ｐ＋２ｍ－１、ｑ）番目、（ｐ＋１、ｑ
＋２）番目、・・・、（ｐ＋２ｍ－１、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信
号の極性は「－」になる。
【０１７４】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図３０に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加
されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画
素に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィール
ドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィール
ドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０１７５】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０１７６】
　上述の構成によって、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて走査される走査線に
より画定されるサブ画素のうち、同じ色を表示するサブ画素であって、列方向に互いに最
近接するｍ個のサブ画素毎に極性が反転し、行方向に最近接するサブ画素毎に極性が反転
するようにデータ信号を供給する。換言すれば、信号線駆動回路８は、各絵素を構成する
サブ画素のうち同じ色を表示するサブ画素であって、列方向に互いに最近接するｍ個のサ



(26) JP WO2012/117896 A1 2012.9.7

10

20

30

40

50

ブ画素毎に極性が反転し、行方向に最近接するサブ画素毎に極性が反転するようにデータ
信号を供給する。
【０１７７】
　＜実施形態２＞
　実施形態１において、メイン画素を構成する４つのサブ画素が列方向及び行方向にそれ
ぞれ２つずつ並ぶように配置されている場合を例に挙げて説明したが、本発明はこれに限
定されるものではない。例えば、メイン画素を構成する４つのサブ画素が行方向に１列に
並ぶように配置されている構成を採用してもよい。
【０１７８】
　本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置について、図１０から図１５を参照して説明
する。
【０１７９】
　（画素の構成）　本実施形態に係る液晶表示装置１の表示パネル２に備えられ、メイン
画素を構成する４つのサブ画素の配置について、図１０を参照して説明する。図１０は、
本実施形態に係る液晶表示装置１の表示パネル２に備えられ、メイン画素を構成する４つ
のサブ画素の配置を示す図である。
【０１８０】
　図１０に示すように、１つのメイン画素は、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｂ、サブ画素Ｇ、及
び、サブ画素Ｗの４つのサブ画素から構成されている。また、４つのサブ画素は、行方向
に１列に並ぶように配置されており、例えば、図１０に示すように、サブ画素Ｒ、サブ画
素Ｇ、サブ画素Ｂ、及び、サブ画素Ｗの順で行方向に隣接して配置されている。
【０１８１】
　なお、本実施形態においては、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｇ、サブ画素Ｂ、及び、サブ画素
Ｗの順で行方向に隣接して配置されている場合を例に挙げて説明するが、本発明は、これ
に限定されるものではない。４つのサブ画素の配置方法は、４の階乗通り、つまり、２４
通りの方法があり、例えば、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｂ、サブ画素Ｇ、及び、サブ画素Ｗの
順で行方向に隣接して配置されていてもよい。
【０１８２】
　なお、本実施形態においては、１つのメイン画素が、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｂ、サブ画
素Ｇ、及び、サブ画素Ｗの４つのサブ画素から構成されている場合を例に挙げて説明する
が、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、サブ画素Ｗに代えて、サブ画素Ｙ
を用いる構成を採用してもよいし、もちろん、他の色用のサブ画素を用いる構成を採用し
てもよい。
【０１８３】
　〔１ラインインターレース駆動、１ドット反転駆動〕
　まず、１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、１ドット反転駆動（ｍ＝
１）を行う場合について、図１１を参照して説明する。図１１は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図
である。
【０１８４】
　１ラインインターレース駆動を行うため、第１フィールドが、図１１に示すように、ｐ
行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線を
走査することによって構成されるものとする。また、第２フィールドが、ｐ＋１行目の走
査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を走査する
ことによって構成されるものとする。すなわち、第１フィールド及び第２フィールドは、
走査線を１行飛ばしで走査することにより構成されることになる。
【０１８５】
　（第ｘフレーム）
　図１１に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線
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を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋３
行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線の走査は間引かれる。走
査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、１走査線
毎に走査線を走査する。
【０１８６】
　図１１に示すように、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、走査線駆動回路６によ
りｐ行目の走査線が走査されると、信号線駆動回路８は、ｑ列目及びｑ＋２行目のデータ
信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給し、ｑ＋１列目及びｑ＋３行目のデ
ータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供給する。さらに、信号線駆動回路
８は、ｑ＋４列目及びｑ＋６列目のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号
を供給し、ｑ＋５列目及びｑ＋７のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号
を供給する。また、信号線駆動回路８は、ｑ＋８列目、ｑ＋１０列目、ｑ＋１３列目及び
ｑ＋１５列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給し、ｑ＋９列
目、ｑ＋１１列目、ｑ＋１２列目及びｑ＋１４列目のデータ信号線に対して極性が「－」
であるデータ信号を供給する。
【０１８７】
　また、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、走査線駆動回路６によりｐ＋２行目の
走査線が走査されると、信号線駆動回路８は、ｑ列目及びｑ＋２行目のデータ信号線に対
して極性が「－」であるデータ信号を供給し、ｑ＋１列目及びｑ＋３行目のデータ信号線
に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給する。さらに、信号線駆動回路８は、ｑ＋
４列目及びｑ＋６列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給し、
ｑ＋５列目及びｑ＋７のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供給する
。また、信号線駆動回路８は、ｑ＋８列目、ｑ＋１０列目、ｑ＋１３列目及びｑ＋１５列
目のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供給し、ｑ＋９列目、ｑ＋１
１列目、ｑ＋１２列目及びｑ＋１４列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデー
タ信号を供給する。
【０１８８】
　本例において、信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６がｐ＋２行目
の走査線を走査する際に、メイン画素を構成する行方向に隣接して配置される４つのサブ
画素に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加する。さらに、信号線駆
動回路８は、行方向に隣接するメイン画素毎に、印加するデータ信号の極性を反転する。
【０１８９】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、（ｐ、ｑ）
番目のサブ画素Ｒ及び（ｐ、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は
、図１１に示すように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋２、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、
（ｐ、ｑ＋４）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋２、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ、ｑ＋
６）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１１に示すように、「－」の
極性になる。
【０１９０】
　また、（ｐ、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ及び（ｐ、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｗに印加さ
れるデータ信号の極性は、図１１に示すように、「－」の極性になる。また、（ｐ＋２、
ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ、ｑ＋５）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ＋２、ｑ＋３）番目
のサブ画素Ｗ及び（ｐ、ｑ＋７）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は、図
１１に示すように、「＋」の極性になる。
【０１９１】
　同様に、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋１、ｑ）番目のサブ画素Ｒ及
び（ｐ＋１、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１１に示す
ように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋３、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋１、ｑ＋
４）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋３、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ＋１、ｑ＋６）番
目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１１に示すように、「－」の極性に
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なる。
【０１９２】
　また、（ｐ＋１、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ及び（ｐ＋１、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｗ
に印加されるデータ信号の極性は、図１１に示すように、「－」の極性になる。また、（
ｐ＋３、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ＋１、ｑ＋５）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ＋３、
ｑ＋３）番目のサブ画素Ｗ及び（ｐ＋１、ｑ＋７）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ
信号の極性は、図１１に示すように、「＋」の極性になる。
【０１９３】
　すなわち、信号線駆動回路８は、第１フィールドにおいて走査される走査線により画定
されるサブ画素のうち、同じ色を表示するサブ画素であって、互いに最近接するサブ画素
に対して印加されるデータ信号の極性が反転するように駆動する。
【０１９４】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図１１に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加
されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画
素に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィール
ドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィール
ドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０１９５】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０１９６】
　以上のように、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、走査線毎に走査と非走査を繰
り返し、フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える、１ラインインターレース駆
動を行う。
【０１９７】
　また、信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する４つのサ
ブ画素に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、さらに、行方向に
隣接するメイン画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する、１ドット反転駆動を行う
。
【０１９８】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向のメイン画素を構成する４つのサブ画素、列方向の１つのサブ画素を、
１つの単位（すなわち、４×１の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加す
るデータ信号の極性を反転する。
【０１９９】
　信号線駆動回路８は、データ信号の極性を、メイン画素を構成する１サブ画素毎に反転
させると共に、互いに隣接するメイン画素において対応する各サブ画素に印加されるデー
タ信号の極性を反転させることにより、行方向の同じ色を表示するサブ画素に同じ極性の
データ信号を印加しないような構成とすることができる。
【０２００】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０２０１】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ７）と
略同時に、各データ信号線に対し、図１１に示される極性のデータ信号の供給が開始され
る。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了する
と略同時に０Ｖになり、ｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０２０２】



(29) JP WO2012/117896 A1 2012.9.7

10

20

30

40

50

　次に、ｐ＋２行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
７において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。各
データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了
すると略同時に０Ｖになる。
【０２０３】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ８）と略同時に、各データ信号線に対し、図１１に示される極性のデータ信号の供給
が開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線の
選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される
。
【０２０４】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
８において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。各
データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線の選択終了す
ると略同時に０Ｖになる。
【０２０５】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、各
走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２０６】
　〔１ラインインターレース駆動、２ドット反転駆動〕
　次に、本実施形態において、１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、２
ドット反転駆動（ｍ＝２）を行う場合について、図１２を参照して説明する。図１２は、
本実施形態に係る液晶表示装置１において、１ラインインターレース駆動を行うと共に、
２ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示
した遷移図である。
【０２０７】
　（第ｘフレーム）
　図１２に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線
を順次走査する。走査線駆動回路６は、ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１
行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線の
走査は間引かれる。
【０２０８】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、１行
飛ばしに走査線を走査し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０２０９】
　このとき、信号線駆動回路８は、図１２に示すように、走査線駆動回路６が走査線を走
査している期間、メイン画素を構成する行方向に隣接して配置される４つのサブ画素に対
して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加する。さらに、信号線駆動回路８
は、行方向に隣接するメイン画素毎に、印加するデータ信号の極性を反転する。
【０２１０】
　これにより、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、（ｐ、ｑ）番目及び（ｐ＋２、
ｑ）番目のサブ画素Ｒと、（ｐ、ｑ＋２）番目及び（ｐ＋２、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂ
とに印加されるデータ信号の極性は、図１２に示すように、「＋」の極性になる。また、
（ｐ＋４、ｑ）番目、（ｐ＋６、ｑ）番目、（ｐ、ｑ＋４）番目及び（ｐ＋２、ｑ＋４）
番目のサブ画素Ｒと、（ｐ＋４、ｑ＋２）番目、（ｐ＋６、ｑ＋２）番目、（ｐ、ｑ＋６
）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ＋２、ｑ＋６）番目のサブ画素Ｂとに印加されるデータ信号
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の極性は、図１２に示すように、「－」の極性になる。
【０２１１】
　また、（ｐ、ｑ＋１）番目及び（ｐ＋２、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇと、（ｐ、ｑ＋３
）番目及び（ｐ＋２、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｗとに印加されるデータ信号の極性は、図
１２に示すように、「－」の極性になる。また、（ｐ＋４、ｑ＋１）番目、（ｐ＋６、ｑ
＋１）番目、（ｐ、ｑ＋５）番目及び（ｐ＋２、ｑ＋５）番目のサブ画素Ｇと、（ｐ＋４
、ｑ＋３）番目、（ｐ＋６、ｑ＋３）番目、（ｐ、ｑ＋７）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ＋
２、ｑ＋７）番目のサブ画素Ｗとに印加されるデータ信号の極性は、図１２に示すように
、「＋」の極性になる。
【０２１２】
　同様に、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋１、ｑ）番目及び（ｐ＋３、
ｑ）番目のサブ画素Ｒと、（ｐ＋１、ｑ＋２）番目及び（ｐ＋３、ｑ＋２）番目のサブ画
素Ｂとに印加されるデータ信号の極性は、図１２に示すように、「＋」の極性になる。ま
た、（ｐ＋５、ｑ）番目、（ｐ＋７、ｑ）番目、（ｐ＋１、ｑ＋４）番目及び（ｐ＋３、
ｑ＋４）番目のサブ画素Ｒと、（ｐ＋５、ｑ＋２）番目、（ｐ＋７、ｑ＋２）番目、（ｐ
＋１、ｑ＋６）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ＋３、ｑ＋６）番目のサブ画素Ｂとに印加され
るデータ信号の極性は、図１２に示すように、「－」の極性になる。
【０２１３】
　また、（ｐ＋１、ｑ＋１）番目及び（ｐ＋３、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇと、（ｐ＋１
、ｑ＋３）番目及び（ｐ＋３、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｗとに印加されるデータ信号の極
性は、図１２に示すように、「－」の極性になる。また、（ｐ＋５、ｑ＋１）番目、（ｐ
＋７、ｑ＋１）番目、（ｐ＋１、ｑ＋５）番目及び（ｐ＋３、ｑ＋５）番目のサブ画素Ｇ
と、（ｐ＋５、ｑ＋３）番目、（ｐ＋７、ｑ＋３）番目、（ｐ＋１、ｑ＋７）番目のサブ
画素Ｂ及び（ｐ＋３、ｑ＋７）番目のサブ画素Ｗとに印加されるデータ信号の極性は、図
１２に示すように、「＋」の極性になる。
【０２１４】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向のメイン画素を構成する４つのサブ画素、列方向の２つのサブ画素を、
１つの単位（すなわち、４×２の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加す
るデータ信号の極性を反転する。
【０２１５】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図１２に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加
されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画
素に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィール
ドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィール
ドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０２１６】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０２１７】
　以上のように、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、走査線毎に走査と非走査を繰
り返し、フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。また、信号線駆動回路８は
、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する４つのサブ画素に対して、１サブ画素
毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接するメイン画素毎に印加するデー
タ信号の極性を反転する。信号線駆動回路８は、さらに、列方向に隣接する２つのサブ画
素毎に、印加するデータ信号の極性を反転する。
【０２１８】
　信号線駆動回路８は、データ信号の極性をメイン画素を構成する１サブ画素毎に反転し
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、さらに、メイン画素毎にデータ信号の極性を反転することにより、行方向の同じ色を表
示するサブ画素に同極性のデータ信号を印加してしまうことを防ぐことができる。
【０２１９】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０２２０】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ９）と
略同時に、各データ信号線に対し、図１２に示される極性のデータ信号の供給が開始され
る。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択終了すると
略同時に０Ｖになり、ｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０２２１】
　次に、ｐ＋２行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
９において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。各
データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了
すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋４行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０２２２】
　次に、ｐ＋４行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
９において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。各
データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了
すると略同時に０Ｖになる。
【０２２３】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ１０）と略同時に、各データ信号線に対し、図１２に示される極性のデータ信号の供
給が開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線
の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持され
る。
【０２２４】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
１０において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線の選択が終
了すると略同時に０Ｖになる。
【０２２５】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、各
走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２２６】
　〔２ラインインターレース駆動、１ドット反転駆動〕
　次に、本実施形態において、２ラインインターレース駆動（ｎ＝２）を行うと共に、１
ドット反転駆動（ｍ＝２）を行う場合について、図１３を参照して説明する。図１３は、
本実施形態に係る液晶表示装置１において、２ラインインターレース駆動を行うと共に、
１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示
した遷移図である。
【０２２７】
　（第ｘフレーム）
　図１３に示すように、走査線駆動回路６は、２ラインインターレース駆動を行うために
、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋
４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を順次走査する。ことのき、第２フィールド
の走査線であるｐ＋２行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、



(32) JP WO2012/117896 A1 2012.9.7

10

20

30

40

50

ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。
【０２２８】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、走査
線を２行飛ばしに走査し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０２２９】
　このとき、信号線駆動回路８は、図１３に示すように、走査線駆動回路６が走査線を走
査する際に、メイン画素を構成する行方向に隣接して配置される４つのサブ画素に対して
、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加する。さらに、信号線駆動回路８は、
行方向に隣接するメイン画素毎に、印加するデータ信号の極性を反転する。
【０２３０】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、第ｘフレー
ムの第１フィールドにおいて、（ｐ、ｑ）番目のサブ画素Ｒ及び（ｐ、ｑ＋２）番目のサ
ブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１３に示すように、「＋」の極性になる。
また、（ｐ＋３、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ、ｑ＋４）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋３、
ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ、ｑ＋６）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号
の極性は、図１３に示すように、「－」の極性になる。
【０２３１】
　また、（ｐ、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ及び（ｐ、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｗに印加さ
れるデータ信号の極性は、図１３に示すように、「－」の極性になる。また、（ｐ＋３、
ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ、ｑ＋５）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ＋３、ｑ＋３）番目
のサブ画素Ｗ及び（ｐ、ｑ＋７）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ信号の極性は、図
１３に示すように、「＋」の極性になる。
【０２３２】
　同様に、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋１、ｑ）番目のサブ画素Ｒ及
び（ｐ＋１、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１３に示す
ように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋２、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋１、ｑ＋
４）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋２、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ＋１、ｑ＋６）番
目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１３に示すように、「－」の極性に
なる。
【０２３３】
　また、（ｐ＋１、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ及び（ｐ＋１、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｗ
に印加されるデータ信号の極性は、図１３に示すように、「－」の極性になる。また、（
ｐ＋２、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ＋１、ｑ＋５）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ＋２、
ｑ＋３）番目のサブ画素Ｗ及び（ｐ＋１、ｑ＋７）番目のサブ画素Ｗに印加されるデータ
信号の極性は、図１３に示すように、「＋」の極性になる。
【０２３４】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向のメイン画素を構成する４つのサブ画素、列方向の１つのサブ画素を、
１つの単位（すなわち、４×１の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加す
るデータ信号の極性を反転する。
【０２３５】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図１３に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加
されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画
素に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィール
ドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィール
ドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０２３６】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
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において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０２３７】
　以上のように、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、２行飛ばしに走査線の走査と
非走査を繰り返し、さらに、フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０２３８】
　信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する４つのサブ画素
に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接するメイン
画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、信号線駆動回路８は、列方向に隣
接する１サブ画素毎に、印加するデータ信号の極性を反転する。さらに、信号線駆動回路
８は、同じサブ画素に対し、１フレーム毎に極性の反転したデータ信号を印加する。
【０２３９】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０２４０】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ１１）
と略同時に、各データ信号線に対し、図１３に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了す
ると略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０２４１】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
１１において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線が選択された後、
ｐ＋４行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２４２】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ１２）と略同時に、各データ信号線に対し図１３に示される極性のデータ信号の供給
が開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線が
選択された後、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋５行目
の走査線が選択されるまで維持される。
【０２４３】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、各
走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２４４】
　〔２ラインインターレース駆動、２ドット反転駆動〕
　次に、本実施形態において、２ラインインターレース駆動（ｎ＝２）を行うと共に、２
ドット反転駆動（ｍ＝２）を行う場合について、図１４を参照して説明する。図１４は、
本実施形態に係る液晶表示装置１において、２ラインインターレース駆動を行うと共に、
１ドット反転駆動を行う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示
した遷移図である。
【０２４５】
　図１４に示すように、走査線駆動回路６は、２ラインインターレース駆動を行うために
、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋
４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を順次走査する。ことのき、第２フィールド
の走査線であるｐ＋２行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、
ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。走査線駆動回路６は、このようにして、１行目
の走査線からＰ行目の走査線まで、２走査線毎に走査線を走査する。
【０２４６】
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　このとき、信号線駆動回路８は、図１４に示すように、走査線駆動回路６が走査線を走
査する際に、メイン画素を構成する行方向に隣接して配置される４つのサブ画素に対して
、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接するメイン画素毎に
印加するデータ信号の極性を反転する。
【０２４７】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向のメイン画素を構成する４つのサブ画素、列方向の２つのサブ画素を、
１つの単位（すなわち、４×２の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加す
るデータ信号の極性を反転する。
【０２４８】
　信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する４つのサブ画素
に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接するメイン
画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、信号線駆動回路８は、列方向に隣
接する２つのサブ画素毎に、印加するデータ信号の極性を反転する。さらに、信号線駆動
回路８は、同じサブ画素に対し、１フレーム毎に極性の反転したデータ信号を印加する。
【０２４９】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０２５０】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ１３）
と略同時に、各データ信号線に対し、図１４に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択終了する
と略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０２５１】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
１３において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線が選択された後、
ｐ＋４行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２５２】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ１４）と略同時に、各データ信号線に対し、図１４に示される極性のデータ信号の供
給が開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線
が選択された後、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２５３】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、各
走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２５４】
　なお、本実施形態において、２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転
駆動を行う際に、信号線駆動回路８が、列方向について、各フレームの第１フィールドに
おいて走査が間引かれる隣接した２行の走査線を挟んだ走査線（例えば、図１４において
、ｐ行目及びｐ＋３行目の走査線など）により画定される２つのサブ画素を１単位として
、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転する場合を例に挙げて説明したが、本実
施形態は、これに限定されるものではない。例えば、信号線駆動回路８が、列方向につい
て、各フレームの第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査
線により画定される２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデー
タ信号の極性を反転する構成を採用してもよい。
【０２５５】
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　２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う際に、各フレーム
の第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査線により画定さ
れる２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を
反転する場合について、図１５を参照して説明する。図１５は、本実施形態に係る液晶表
示装置１において、２ラインインターレース駆動を行うと共に２ドット反転駆動を行う際
に、各フレームの第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査
線により画定される２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデー
タ信号の極性を反転する場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示
した遷移図である。
【０２５６】
　図１５に示すように、走査線駆動回路６は、２ラインインターレース駆動を行うために
、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋
４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を順次走査する。ことのき、第２フィールド
の走査線であるｐ＋２行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、
ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。
【０２５７】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、２走
査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、２行の
走査線毎に走査と非走査を繰り返し、フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える
。
【０２５８】
　信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する４つのサブ画素
に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接するメイン
画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、信号線駆動回路８は、走査を間引
かれる走査線に挟まれて列方向に隣接する走査線により画定される２つのサブ画素毎に、
印加するデータ信号の極性を反転する。さらに、信号線駆動回路８は、同じサブ画素に対
し、１フレーム毎に極性の反転したデータ信号を印加する。
【０２５９】
　これによって、図１５に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各
サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対
応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレーム
の第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレーム
の第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対に
なる。
【０２６０】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０２６１】
　＜実施形態３＞
　実施形態１において、メイン画素を構成する４つのサブ画素が、列方向及び行方向にそ
れぞれ２つずつ並ぶように配置されている場合を例に挙げて説明したが、本発明はこれに
限定されるものではない。例えば、メイン画素を構成するサブ画素は３つであってもよく
、メイン画素を構成する３つのサブ画素が行方向に１列に並ぶように配置されている構成
を採用してもよい。
【０２６２】
　本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置について、図１６から図２１を参照し
て説明する。
【０２６３】
　（画素の構成）
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　本実施形態に係る液晶表示装置１の表示パネル２に備えられ、メイン画素を構成する３
つのサブ画素の配置について、図１６を参照して説明する。図１６は、本実施形態に係る
液晶表示装置１の表示パネル２に備えられ、メイン画素を構成する３つのサブ画素の配置
を示す図である。
【０２６４】
　図１６に示すように、１つのメイン画素は、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｇ、及び、サブ画素
Ｂの３つのサブ画素から構成されている。また、３つのサブ画素は、行方向に１列に並ぶ
ように配置されており、例えば、図１６に示すように、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｇ、及び、
サブ画素Ｂの順で行方向に隣接して配置されている。
【０２６５】
　なお、本実施形態においては、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｇ、及び、サブ画素Ｂの順で行方
向に隣接して配置されている場合を例に挙げて説明するが、本発明は、これに限定される
ものではない。３つのサブ画素の配置方法は、３の階乗通り、つまり、６通りの方法があ
り、例えば、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｂ、及び、サブ画素Ｇの順で行方向に隣接して配置さ
れていてもよい。
【０２６６】
　〔１ラインインターレース駆動、１ドット反転駆動〕
　まず、１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、１ドット反転駆動（ｍ＝
１）を行う場合について、図１７を参照して説明する。図１７は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、１ラインインターレース駆動を行いつつ、１ドット反転駆動を行う
場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０２６７】
　１ラインインターレース駆動を行うため、第１フィールドが、図１７に示すように、ｐ
行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線を
走査することによって構成されるものとする。また、第２フィールドが、ｐ＋１行目の走
査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を走査する
ことによって構成されるものとする。すなわち、第１フィールド及び第２フィールドは、
走査線を１行飛ばしで走査することにより構成されることになる。
【０２６８】
　（第ｘフレーム）
　図１７に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線
を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋３
行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線の走査は間引かれる。走
査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、１走査線
毎に走査線を走査する。
【０２６９】
　図１７に示すように、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、走査線駆動回路６によ
りｐ行目の走査線が走査されると、信号線駆動回路８は、ｑ列目、ｑ＋２行目、及び、ｑ
＋４行目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給する。また、信号
線駆動回路８は、ｑ＋１列目、ｑ＋３行目、及び、ｑ＋５列目のデータ信号線に対して極
性が「－」であるデータ信号を供給する。
【０２７０】
　また、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、走査線駆動回路６によりｐ＋２行目の
走査線が走査されると、信号線駆動回路８は、ｑ列目、ｑ＋２行目、及び、ｑ＋４行目の
データ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供給する。また、信号線駆動回路
８は、ｑ＋１列目、ｑ＋３行目、及び、ｑ＋５列目のデータ信号線に対して極性が「＋」
であるデータ信号を供給する。
【０２７１】
　本例において、信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６がｐ列目の走
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査線を走査する際に、行方向に隣接して配置されるサブ画素に対して、１サブ画素毎に極
性の反転したデータ信号を印加する。また、信号線駆動回路８は、走査線駆動回路６がｐ
＋２列目の走査線を走査する際に、ｐ列目の走査線を走査する際に印加するデータ信号と
極性の反転したデータ信号を印加する。
【０２７２】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、第ｘフレー
ムの第１フィールドにおいて、（ｐ、ｑ）番目のサブ画素Ｒ及び（ｐ、ｑ＋２）番目のサ
ブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１７に示すように、「＋」の極性になる。
また、（ｐ＋２、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ、ｑ＋３）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋２、
ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ、ｑ＋５）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号
の極性は、図１７に示すように、「－」の極性になる。
【０２７３】
　また、（ｐ、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇに印加されるデータ信号の極性は、図１７に示
すように、「－」の極性になり、（ｐ＋２、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ、ｑ＋４）
番目のサブ画素Ｇに印加されるデータ信号の極性は、「＋」の極性になる。
【０２７４】
　すなわち、信号線駆動回路８は、第１フィールドにおいて走査される走査線により画定
される、隣接するサブ画素に対して印加されるデータ信号の極性が反転するように駆動す
る。さらに、信号線駆動回路８は、第１フィールドにおいて走査される走査線により画定
される、同じ色を表示するサブ画素のうち、隣接するサブ画素に対して印加されるデータ
信号の極性が反転するように駆動する。
【０２７５】
　同様に、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋１、ｑ）番目のサブ画素Ｒ及
び（ｐ＋１、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１７に示す
ように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋３、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋１、ｑ＋
３）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋３、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｂ及び（ｐ＋１、ｑ＋５）番
目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図１７に示すように、「－」の極性に
なる。
【０２７６】
　また、（ｐ＋１、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇに印加されるデータ信号の極性は、図１７
に示すように、「－」の極性になり、（ｐ＋３、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ、ｑ＋
４）番目のサブ画素Ｇに印加されるデータ信号の極性は、「＋」の極性になる。
【０２７７】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、１つのサブ画素を１つの単位（すなわち、１×１の選択画素群を１つの単位）
として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０２７８】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図１７に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加
されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画
素に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィール
ドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィール
ドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０２７９】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０２８０】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
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【０２８１】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ１５）
と略同時に、各データ信号線に対し、図１７に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。これらのデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖに
なり、ｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０２８２】
　次に、ｐ＋２行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
１５において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了する
と略同時に０Ｖになる。
【０２８３】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ１６）と略同時に、各データ信号線に対し、図１７に示される極性のデータ信号の供
給が開始される。これらのデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線の選択が終了すると
略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０２８４】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
１６において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線の選択が終了する
と略同時に０Ｖになる。
【０２８５】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、各
走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２８６】
　〔１ラインインターレース駆動、２ドット反転駆動〕
　次に、１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、２ドット反転駆動（ｍ＝
２）を行う場合について、図１８を参照して説明する。図１８は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、１ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行
う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０２８７】
　図１８に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目の走査線、ｐ＋２行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線
を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋３
行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線の走査は間引かれる。
【０２８８】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、１走
査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、１走査
線毎に走査と非走査を繰り返し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０２８９】
　このとき、信号線駆動回路８は、図１８に示すように、各フィールドにおいて、行方向
に隣接して配置されるサブ画素に対して、１サブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反
転し、列方向に隣接する２つのサブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また
、信号線駆動回路８は、１フレーム毎に、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転
する。
【０２９０】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向の１つのサブ画素、列方向の２つのサブ画素を、１つの単位（すなわち
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、１×２の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を
反転する。
【０２９１】
　これによって、図１８に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各
サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対
応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレーム
の第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレーム
の第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対に
なる。
【０２９２】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０２９３】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０２９４】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ１７）
と略同時に、各データ信号線に対し、図１８に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了す
ると略同時に０Ｖになり、ｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０２９５】
　次に、ｐ＋２行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
１７において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了する
と略同時に０Ｖになる。
【０２９６】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ１８）と略同時に、各データ信号線に対し、図１８に示される極性のデータ信号の供
給が開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線
の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持され
る。
【０２９７】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
１８において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線の選択が終了する
と略同時に０Ｖになる。
【０２９８】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、各走査線
の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０２９９】
　〔２ラインインターレース駆動、１ドット反転駆動〕
　次に、２ラインインターレース駆動（ｎ＝２）を行うと共に、１ドット反転駆動（ｍ＝
１）を行う場合について、図１９を参照して説明する。図１９は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、２ラインインターレース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行
う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０３００】
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　図１９に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線
を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋２
行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。
【０３０１】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、２行
の走査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、２
走査線毎に走査と非走査を繰り返し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替え
る。
【０３０２】
　このとき、信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する３つ
のサブ画素に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接
するメイン画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、各フィールドにおいて
走査される走査線により画定されるサブ画素のうち、列方向に隣接して配置される１サブ
画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３０３】
　これにより、信号線駆動回路８は、図１９に示すように、行方向、及び、列方向に隣接
して配置されるサブ画素に対して、１サブ画素毎に、印加するデータ信号の極性を反転す
る。また、信号線駆動回路８は、１フレーム毎に、各サブ画素に印加するデータ信号の極
性を反転する。
【０３０４】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、１つのサブ画素を１つの単位（すなわち、１×１の選択画素群を１つの単位）
として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３０５】
　これによって、図１９に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各
サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対
応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレーム
の第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレーム
の第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対に
なる。
【０３０６】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０３０７】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０３０８】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ１９）
と略同時に、各データ信号線に対し、図１９に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。各データ信号線に供給される各データ信号線の信号の電位は、ｐ行目の走査線の選
択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０３０９】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
１９において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線が選択された後、
ｐ＋４行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０３１０】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択されると略
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同時に、各データ信号線に対し、図１９に示される極性のデータ信号の供給が開始される
。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線が選択された後
、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋５行目の走査線が選
択されるまで維持される。
【０３１１】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、各走査線
の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０３１２】
　〔２ラインインターレース駆動、２ドット反転駆動〕
　次に、２ラインインターレース駆動（ｎ＝２）を行うと共に、２ドット反転駆動（ｍ＝
２）を行う場合について、図２０を参照して説明する。図２０は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行
う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０３１３】
　図２０に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線
を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目の走査線、ｐ＋２
行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。
【０３１４】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、２行
の走査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、２
走査線毎に走査と非走査を繰り返し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替え
る。
【０３１５】
　このとき、信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する３つ
のサブ画素に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接
するメイン画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、各フィールドにおいて
走査される走査線により画定されるサブ画素のうち、列方向に隣接して配置される２つの
サブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３１６】
　これにより、信号線駆動回路８は、図２０に示すように、行方向に隣接して配置される
サブ画素に対して、１サブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転し、列方向に隣接し
て配置されるサブ画素に対して、２つのサブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転す
る。また、信号線駆動回路８は、１フレーム毎に、各サブ画素に印加するデータ信号の極
性を反転する。
【０３１７】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向の１つのサブ画素、列方向の２つのサブ画素を、１つの単位（すなわち
、１×２の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を
反転する。
【０３１８】
　これによって、図２０に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各
サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対
応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレーム
の第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレーム
の第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対に
なる。
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【０３１９】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０３２０】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０３２１】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ２０）
と略同時に、各データ信号線に対し、図２０に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了す
ると略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０３２２】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
２０において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線が選択された後、
ｐ＋４行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０３２３】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択されると略
同時に、各データ信号線に対し、図２０に示される極性のデータ信号の供給が開始される
。各データ信号線の供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線が選択された後
、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋５行目の走査線が選
択されるまで維持される。
【０３２４】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、各走査線
の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０３２５】
　なお、本実施形態において、２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転
駆動を行う際に、信号線駆動回路８が、列方向について、各フレームの第１フィールドに
おいて走査が間引かれる隣接した２行の走査線を挟んだ走査線（例えば、図２０において
、ｐ行目及びｐ＋３行目の走査線など）により画定される２つのサブ画素を１単位として
、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転する場合を例に挙げて説明したが、本発
明は、これに限定されるものではない。
【０３２６】
　例えば、信号線駆動回路８が、列方向について、各フレームの第１フィールドにおいて
走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査線により画定される２つの隣接するサブ画
素に同じ極性のデータ信号を印加する構成を採用してもよい。換言すれば、信号線駆動回
路８は、列方向について、各フレームの第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の
走査線に挟まれた走査線により画定される２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サ
ブ画素に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３２７】
　２ラインインターレース駆動を行うと共に、２ドット反転駆動を行う際に、各フレーム
の第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査線により画定さ
れる２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を
反転する場合について、図２１を参照して説明する。図２１は、本実施形態に係る液晶表
示装置１において、２ラインインターレース駆動を行うと共に２ドット反転駆動を行う際
に、各フレームの第１フィールドにおいて走査が間引かれる２行の走査線に挟まれた走査
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線により画定される２つの隣接するサブ画素を１単位として、各サブ画素に印加するデー
タ信号の極性を反転する場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示
した遷移図である。
【０３２８】
　図２１に示すように、走査線駆動回路６は、２ラインインターレース駆動を行うために
、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋
４行目の走査線、及び、ｐ＋７行目の走査線を順次走査する。ことのき、第２フィールド
の走査線であるｐ＋２行目の走査線、ｐ＋３行目の走査線、ｐ＋５行目の走査線、及び、
ｐ＋６行目の走査線の走査は間引かれる。
【０３２９】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、２走
査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、２行の
走査線毎に走査と非走査を繰り返し、フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える
。
【０３３０】
　信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されメイン画素を構成する３つのサブ画素
に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接するメイン
画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、信号線駆動回路８は、走査を間引
かれる走査線に挟まれて列方向に隣接する走査線により画定される２つのサブ画素毎に、
印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３３１】
　すなわち、信号線駆動回路８は、図２１に示すように、行方向に隣接して配置されるサ
ブ画素に対して、１サブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転し、列方向に隣接して
配置されるサブ画素に対して、２つのサブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する
。また、信号線駆動回路８は、１フレーム毎に、各サブ画素に印加するデータ信号の極性
を反転する。
【０３３２】
　これによって、図２１に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各
サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対
応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレーム
の第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレーム
の第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対に
なる。
【０３３３】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０３３４】
　＜変形例＞
　なお、本実施形態において、メイン画素を構成するサブ画素は２つであってもよく、メ
イン画素を構成する２つのサブ画素が行方向に１列に並ぶように配置されている構成を採
用してもよい。以下では、本実施形態の変形例について説明を行う。
【０３３５】
　（画素の構成）
　本変形例に係る液晶表示装置１の表示パネル２に備えられ、メイン画素を構成する２つ
のサブ画素の配置について、図２２を参照して説明する。図２２は、本変形例に係る液晶
表示装置１の表示パネル２に備えられ、メイン画素を構成する２つのサブ画素の配置を示
す図である。
【０３３６】
　図２２に示すように、あるメイン画素は、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｇの２つのサブ画素
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から構成され、当該あるメイン画素に隣接する他のメイン画素は、サブ画素Ｂ及びサブ画
素Ｇの２つのサブ画素から構成されている。すなわち、メイン画素は、隣接する他のメイ
ン画素と異なる色を表示するサブ画素（第１の画素）と、何れのメイン画素においても同
じ色を表示するサブ画素（第２の画素）にて構成される。また、サブ画素Ｒ及びサブ画素
Ｂの大きさは、サブ画素Ｇの大きさの略２倍の大きさになっている。
【０３３７】
　なお、本実施形態においては、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｂが、サブ画素Ｇの略倍の大き
さになっている場合を例に挙げて説明するが、本発明は、これに限定されるものではない
。例えば、サブ画素Ｒ及びサブ画素Ｇが、サブ画素Ｂの略倍の大きさになっていてもよく
、サブ画素Ｇ及びサブ画素Ｂが、サブ画素Ｒの略倍の大きさになっていてもよい。
【０３３８】
　なお、本変形例では、メイン画素を構成する２つのサブ画素が、行方向に隣接する場合
を例に挙げて説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、２つのサブ画素が列
方向に隣接する構成を採用してもよい。
【０３３９】
　また、本変形例における各サブ画素は、２つのサブ画素を単位としてメイン画素を構成
するものであり、各メイン絵素を構成する２つのサブ画素は、３原色のうちの２色を個別
に表示するものであり、かつ、互いに隣接する２つのメイン絵素を構成する４つのサブ画
素には、３原色を個別に表示する３つのサブ画素が含まれている、と表現することもでき
る。
【０３４０】
　〔２ラインインターレース駆動、２ドット反転駆動〕
　以下に、図２２に示す液晶表示装置１において２ラインインターレース駆動を行うと共
に、２ドット反転駆動を行う場合を例に挙げて説明する。
【０３４１】
　走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、図２２における１行目
の走査線、４行目の走査線、及び、５行目の走査線（不図示）を順次走査する。ことのき
、第２フィールドの走査線である２行目の走査線、及び、３行目の走査線の走査は間引か
れる。
【０３４２】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、２行
飛ばしで走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、２走査
線毎に走査と非走査を繰り返し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０３４３】
　このとき、信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置される２つのサブ画素に対して
同じ極性のデータ信号を印加し、行方向に隣接するメイン画素毎に印加するデータ信号の
極性を反転する。また、各フィールドにおいて走査される走査線により画定されるサブ画
素のうち、列方向に隣接して配置される２つのサブ画素毎に印加するデータ信号の極性を
反転する。
【０３４４】
　これにより、信号線駆動回路８は、行方向に隣接して配置されるメイン画素毎に印加す
るデータ信号の極性を反転し、列方向に隣接して配置されるサブ画素に対して、２つのサ
ブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、信号線駆動回路８は、１フレー
ム毎に、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３４５】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向の２つのサブ画素、列方向の２つのサブ画素を、１つの単位（すなわち
、２×２の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を
反転する。
【０３４６】
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　これによって、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加される
データ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印
加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレームの第２フィールドにお
いて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィールドにお
いて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。
【０３４７】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０３４８】
　上記のように、各サブ画素は、走査線に沿って２画素を単位としてメイン画素を構成す
る。また、各メイン画素を構成するサブ画素のうち、何れのメイン画素においても同じ色
を表示するサブ画素は、何れの絵素においても３原色のうち１つの同じ色を表示し、隣接
する他のメイン画素と異なる色を表示するサブ画素は、３原色のうち上記第２の画素が表
示する色を除いた２つの色を交互に表示する。したがって、上記の構成によれば、消費電
力及びフリッカを抑制しつつ、３色の混色によるカラー画像を表示することができる。
【０３４９】
　＜実施形態４＞
　実施形態１において、メイン画素を構成する４つのサブ画素が、列方向及び行方向にそ
れぞれ２つずつ並ぶように配置されている場合を例に挙げて説明したが、本発明はこれに
限定されるものではない。例えば、メイン画素を構成するサブ画素は３つであってもよく
、メイン画素を構成する３つのサブ画素が列方向に１列に並ぶように配置されている構成
を採用してもよい。
【０３５０】
　（画素の構成）
　本実施形態に係る液晶表示装置１の表示パネル２に備えられ、メイン画素を構成する３
つのサブ画素の配置について、図２３を参照して説明する。図２３は、本実施形態に係る
液晶表示装置１の表示パネル２に備えられ、メイン画素を構成する３つのサブ画素の配置
を示す図である。
【０３５１】
　本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置について、図２３から図２７を参照し
て説明する。
【０３５２】
　図２３に示すように、１つのメイン画素は、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｇ、及び、サブ画素
Ｂの３つのサブ画素から構成されている。また、３つのサブ画素は、列方向に１列に並ぶ
ように配置されており、例えば、図２３に示すように、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｇ、及び、
サブ画素Ｂの順で列方向に隣接して配置されている。
【０３５３】
　なお、本実施形態においては、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｇ、及び、サブ画素Ｂの順で行方
向に隣接して配置されている場合を例に挙げて説明するが、本発明は、これに限定される
ものではない。３つのサブ画素の配置方法は、３の階乗通り、つまり、６通りの方法があ
り、例えば、サブ画素Ｒ、サブ画素Ｂ、及び、サブ画素Ｇの順で行方向に隣接して配置さ
れていてもよい。
【０３５４】
　〔１ラインインターレース駆動、１ドット反転駆動〕
　まず、１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、１ドット反転駆動（ｍ＝
１）を行う場合について、図２４を参照して説明する。図２４は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、１ラインインターレース駆動を行いつつ、１ドット反転駆動を行う
場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０３５５】
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　１ラインインターレース駆動を行うため、第１フィールドを、図２４に示すように、ｐ
行目、ｐ＋２行目、ｐ＋４行目、ｐ＋６行目、ｐ＋８行目、及び、ｐ＋１０行目の走査線
を走査することによって構成するものとする。また、第２フィールドを、ｐ＋１行目、ｐ
＋３行目、ｐ＋５行目、ｐ＋７行目、ｐ＋９行目、及び、ｐ＋１１行目の走査線を走査す
ることによって構成するものとする。すなわち、第１フィールド及び第２フィールドは、
走査線を１行飛ばしで走査することにより構成されることになる。
【０３５６】
　（第ｘフレーム）
　図２４に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目、ｐ＋２行目、ｐ＋４行目、ｐ＋６行目、ｐ＋８行目、及び、ｐ＋１０行目の走査
線を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目、ｐ＋３行目、
ｐ＋５行目、ｐ＋７行目、ｐ＋９行目、及び、ｐ＋１１行目の走査線の走査は間引かれる
。走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、１走
査線毎に走査線を走査する。
【０３５７】
　図２４に示すように、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、走査線駆動回路６によ
りｐ行目の走査線が走査されると、信号線駆動回路８は、ｑ列目、及び、ｑ＋２行目のデ
ータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給する。また、信号線駆動回路８
は、ｑ＋１列目のデータ信号線に対して極性が「－」であるデータ信号を供給する。
【０３５８】
　また、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、走査線駆動回路６によりｐ＋２行目の
走査線が走査されると、信号線駆動回路８は、ｑ列目、及び、ｑ＋２行目のデータ信号線
に対して極性が「－」であるデータ信号を供給する。また、信号線駆動回路８は、ｑ＋１
列目のデータ信号線に対して極性が「＋」であるデータ信号を供給する。
【０３５９】
　本例において、信号線駆動回路８は、このようにして、走査線駆動回路６がｐ行目の走
査線を走査する際に、行方向に隣接して配置されるサブ画素に対して、１サブ画素毎に極
性の反転したデータ信号を印加する。また、信号線駆動回路８は、走査線駆動回路６がｐ
＋２行目の走査線を走査する際に、ｐ行の走査線を走査する際に印加するデータ信号と極
性の反転したデータ信号を印加する。
【０３６０】
　走査線駆動回路６及び信号線駆動回路８が上述した駆動を行うことにより、第ｘフレー
ムの第１フィールドにおいて、（ｐ、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、及び、（ｐ＋４、ｑ）番目
のサブ画素Ｇに印加されるデータ信号の極性は、図２４に示すように、「＋」の極性にな
る。また、（ｐ＋６、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｒ、（ｐ＋
１０、ｑ）番目のサブ画素Ｇ、及び、（ｐ＋４、ｑ＋２）番目のサブ画素Ｇに印加される
データ信号の極性は、図２４に示すように、「－」の極性になる。
【０３６１】
　また、（ｐ＋２、ｑ）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図２４に示
すように、「－」の極性になり、（ｐ＋８、ｑ）番目のサブ画素Ｂ、（ｐ＋２、ｑ＋２）
番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、「＋」の極性になる。
【０３６２】
　すなわち、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて走査される走査線により画定さ
れる、隣接するサブ画素に対して印加されるデータ信号の極性が反転するように駆動する
。さらに、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて走査される走査線により画定され
る、同じ色を表示するサブ画素のうち、隣接するサブ画素に対して印加されるデータ信号
の極性が反転するように駆動する。
【０３６３】
　同様に、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、（ｐ＋１、ｑ）番目のサブ画素Ｇ、
及び、（ｐ＋５、ｑ）番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図２４に示す
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ように、「＋」の極性になる。また、（ｐ＋７、ｑ）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ＋１１、ｑ
）番目のサブ画素Ｇ、（ｐ＋１、ｑ＋１）番目のサブ画素Ｂ、及び、（ｐ＋５、ｑ＋１）
番目のサブ画素Ｂに印加されるデータ信号の極性は、図２４に示すように、「－」の極性
になる。
【０３６４】
　また、（ｐ＋３、ｑ）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、図２４に示
すように、「－」の極性になり、（ｐ＋９、ｑ）番目のサブ画素Ｒ、及び、（ｐ＋３、ｑ
＋１）番目のサブ画素Ｒに印加されるデータ信号の極性は、「＋」の極性になる。
【０３６５】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、１つのサブ画素を１つの単位（すなわち、１×１の選択画素群を１つの単位）
として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３６６】
　（第ｘ＋１フレーム）
　図２４に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各サブ画素に印加
されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対応する各サブ画
素に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレームの第２フィール
ドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第２フィール
ドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。
【０３６７】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０３６８】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０３６９】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ２１）
と略同時に、各データ信号線に対し、図２４に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。これらのデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖに
なり、ｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０３７０】
　次に、ｐ＋２行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
２１において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了する
と略同時に０Ｖになる。
【０３７１】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択される（時
刻ｔ２２）と略同時に、各データ信号線に対し、図２４に示される極性のデータ信号の供
給が開始される。これらのデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線の選択が終了すると
略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０３７２】
　次に、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
２１において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目の走査線の選択が終了する
と略同時に０Ｖになる。
【０３７３】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
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号の供給が順次開始される。各データ信号線に対して供給されるデータ信号の電位は、各
走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０３７４】
　〔１ラインインターレース駆動、３ドット反転駆動〕
　次に、１ラインインターレース駆動（ｎ＝１）を行うと共に、３ドット反転駆動（ｍ＝
３）を行う場合について、図２５を参照して説明する。図２５は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、１ラインインターレース駆動を行うと共に、３ドット反転駆動を行
う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０３７５】
　図２５に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目、ｐ＋２行目、ｐ＋４行目、ｐ＋６行目、ｐ＋８行目、及び、ｐ＋１０行目の走査
線を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋１行目、ｐ＋３行目、
ｐ＋５行目、ｐ＋７行目、ｐ＋９行目、及び、ｐ＋１１行目の走査線の走査は間引かれる
。
【０３７６】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、１走
査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、１走査
線毎に走査と非走査を繰り返し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替える。
【０３７７】
　このとき、信号線駆動回路８は、図２５に示すように、各フィールドにおいて、行方向
に隣接して配置されるサブ画素に対して、１サブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反
転し、列方向に隣接する３つのサブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また
、信号線駆動回路８は、１フレーム毎に、各サブ画素に印加するデータ信号の極性を反転
する。
【０３７８】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向の１つのサブ画素、列方向の３つのサブ画素を、１つの単位（すなわち
、１×３の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を
反転する。
【０３７９】
　これによって、図２５に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各
サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対
応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレーム
の第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレーム
の第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対に
なる。
【０３８０】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０３８１】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０３８２】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ２３）
と略同時に、各データ信号線に対し、図２５に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ行目の走査線の選択が終了す
ると略同時に０Ｖになり、ｐ＋２行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０３８３】
　次に、ｐ＋２行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
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２３において供給されたデータ信号の極性と同じ極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了する
と略同時に０Ｖになる。
【０３８４】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋１行目の走査線が選択されると略
同時に、各データ信号線に対し、図２５に示される極性のデータ信号の供給が開始される
。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋１行目の走査線の選択が終了す
ると略同時に０Ｖになり、ｐ＋３行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０３８５】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、各走査線
の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０３８６】
　〔３ラインインターレース駆動、１ドット反転駆動〕
　次に、３ラインインターレース駆動（ｎ＝３）を行うと共に、１ドット反転駆動（ｍ＝
１）を行う場合について、図２６を参照して説明する。図２６は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、３ラインインターレース駆動を行うと共に、１ドット反転駆動を行
う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０３８７】
　図２６に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目、ｐ＋１行目、ｐ＋２行目、ｐ＋６行目、ｐ＋７行目、及び、ｐ＋８行目の走査線
を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋３行目、ｐ＋４行目、ｐ
＋５行目、ｐ＋９行目、ｐ＋１０行目、及び、ｐ＋１１行目の走査線の走査は間引かれる
。
【０３８８】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、３行
の走査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、３
走査線毎に走査と非走査を繰り返し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替え
る。
【０３８９】
　このとき、信号線駆動回路８は、列方向に隣接して配置されメイン画素を構成する３つ
のサブ画素に対して、１サブ画素毎に極性の反転したデータ信号を印加し、行方向に隣接
するサブ画素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。また、各フィールドにおいて走
査される走査線により画定されるサブ画素のうち、列方向に隣接して配置されるメイン画
素毎に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３９０】
　これにより、信号線駆動回路８は、図２６に示すように、行方向、及び、列方向に隣接
して配置されるサブ画素に対して、１サブ画素毎に、印加するデータ信号の極性を反転す
る。また、信号線駆動回路８は、１フレーム毎に、各サブ画素に印加するデータ信号の極
性を反転する。
【０３９１】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、１つのサブ画素を、１つの単位（すなわち、１×１の選択画素群を１つの単位
）として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を反転する。
【０３９２】
　これによって、図２６に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各
サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対
応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対になる。また、第ｘ＋１フレーム
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の第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレーム
の第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対に
なる。
【０３９３】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０３９４】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０３９５】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ２４）
と略同時に、各データ信号線に対し、図２６に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。各データ信号線に供給される各データ信号線の信号の電位は、ｐ行目及びｐ＋１行
目の走査線が選択された後、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり
、ｐ＋６行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０３９６】
　次に、ｐ＋６行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
２４において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋６行目及びｐ＋７行目の走査線が
選択された後、ｐ＋８行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０３９７】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略
同時に、各データ信号線に対し、図２６に示される極性のデータ信号の供給が開始される
。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目及びｐ＋４行目の走査線
が選択された後、ｐ＋５行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋９行
目の走査線が選択されるまで維持される。
【０３９８】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、各走査線
の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０３９９】
　〔３ラインインターレース駆動、３ドット反転駆動〕
　次に、３ラインインターレース駆動（ｎ＝３）を行うと共に、３ドット反転駆動（ｍ＝
３）を行う場合について、図２７を参照して説明する。図２７は、本実施形態に係る液晶
表示装置１において、３ラインインターレース駆動を行うと共に、３ドット反転駆動を行
う場合に、各サブ画素の極性がどのように変化するかを模式的に示した遷移図である。
【０４００】
　図２７に示すように、走査線駆動回路６は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、
ｐ行目、ｐ＋１行目、ｐ＋２行目、ｐ＋６行目、ｐ＋７行目、及び、ｐ＋８行目の走査線
を順次走査する。ことのき、第２フィールドの走査線であるｐ＋３行目、ｐ＋４行目、ｐ
＋５行目、ｐ＋９行目、ｐ＋１０行目、及び、ｐ＋１１行目の走査線の走査は間引かれる
。
【０４０１】
　走査線駆動回路６は、このようにして、１行目の走査線からＰ行目の走査線まで、３行
の走査線毎に走査線を走査する。すなわち、走査線駆動回路６は、各走査線に対して、３
走査線毎に走査と非走査を繰り返し、１フィールド毎に走査線の走査と非走査を切り替え
る。
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【０４０２】
　このとき、信号線駆動回路８は、列方向に隣接して配置されメイン画素を構成する３つ
のサブ画素に対して、同極性のデータ信号を印加し、行方向に隣接するサブ画素毎に印加
するデータ信号の極性を反転する。また、各フィールドにおいて走査される走査線により
画定されるサブ画素のうち、列方向に隣接して配置されるメイン画素毎に印加するデータ
信号の極性を反転する。
【０４０３】
　これにより、信号線駆動回路８は、図２７に示すように、列方向に隣接して配置される
メイン画素を構成するサブ画素に対しては同極性のデータ信号を印加し、メイン画素毎に
印加するデータ信号の極性を反転し、行方向のサブ画素に対しては、１サブ画素毎に印加
するデータ信号の極性を反転する。
【０４０４】
　つまり、信号線駆動回路８は、各フィールドにおいて、行方向および列方向について、
それぞれ、行方向の１つのサブ画素、列方向の３つのサブ画素を、１つの単位（すなわち
、１×３の選択画素群を１つの単位）として、各選択画素に印加するデータ信号の極性を
反転する。
【０４０５】
　これによって、図２７に示すように、第ｘ＋１フレームの第１フィールドにおいて、各
サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレームの第１フィールドにおいて、対
応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対である。また、第ｘ＋１フレーム
の第２フィールドにおいて、各サブ画素に印加されるデータ信号の極性は、第ｘフレーム
の第２フィールドにおいて、対応する各サブ画素に印加されたデータ信号の極性の反対で
ある。
【０４０６】
　このように、あるフィールドにおいて選択された各選択画素に印加するデータ信号の極
性は、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転したものとなる。
【０４０７】
　（走査信号及びデータ信号のタイミング）
　次に、本例における走査信号及びデータ信号のタイミングについて説明する。
【０４０８】
　第ｘフレームの第１フィールドにおいて、ｐ行目の走査線が選択される（時刻ｔ２５）
と略同時に、各データ信号線に対し、図２７に示される極性のデータ信号の供給が開始さ
れる。各データ信号線に供給される各データ信号線の信号の電位は、ｐ行目及びｐ＋１行
目の走査線が選択された後、ｐ＋２行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり
、ｐ＋６行目の走査線が選択されるまで維持される。
【０４０９】
　次に、ｐ＋６行目の走査線が選択されると略同時に、各データ信号線に対して、時刻ｔ
２５において供給されたデータ信号の極性と逆の極性のデータ信号の供給が開始される。
各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋６行目及びｐ＋７行目の走査線が
選択された後、ｐ＋８行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０４１０】
　また、第ｘフレームの第２フィールドにおいて、ｐ＋３行目の走査線が選択されると略
同時に、各データ信号線に対し、図２７に示される極性のデータ信号の供給が開始される
。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、ｐ＋３行目及びｐ＋４行目の走査線
が選択された後、ｐ＋５行目の走査線の選択が終了すると略同時に０Ｖになり、ｐ＋９行
目の走査線が選択されるまで維持される。
【０４１１】
　同様に、第ｘ＋１フレームの第１フィールド（又は第２フィールド）において、各走査
線が順次選択されると略同時に、各データ信号線に対して、第ｘフレームの第１フィール
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ド（又は第２フィールド）において供給されたデータ信号の極性と反対の極性のデータ信
号の供給が順次開始される。各データ信号線に供給されるデータ信号の電位は、各走査線
の選択が終了すると略同時に０Ｖになる。
【０４１２】
　（酸化物半導体を用いたＴＦＴの特性）
　実施形態１～４では、スイッチング素子を特に限定していなかったが、スイッチング素
として、いわゆる酸化物半導体を材料とする半導体層を有するスイッチング素を採用する
ことができる。酸化物半導体には、たとえばＩＧＺＯ（ＩｎＧａＺｎＯｘ）が含まれる。
【０４１３】
　酸化物半導体を用いたスイッチング素は、ａ－Ｓｉを用いたスイッチング素よりも、オ
ン状態の時の電子移動度が２０～５０倍程度高く、オン特性が非常に優れていることから
、フレーム周期を１６．７ｍｓ以下、すなわち、リフレッシュレートを６０Ｈｚ以上とす
ることも容易である。
【０４１４】
　実施形態１～４に係る液晶表示装置１が備える表示パネル２は、このようなオン特性が
優れている酸化物半導体を用いたスイッチング素を各画素に採用することにより、より小
型のスイッチング素で画素を駆動することができる。これによって、表示パネル２は、各
画素において、スイッチング素が占める面積の割り合いを小さくすることができる。すな
わち、各画素における開口率を高め、バックライト光の透過率を高めることができる。そ
の結果、消費電力が少ないバックライトを採用したり、バックライトの輝度を抑制したり
することができるので、消費電力を低減することができる。
【０４１５】
　また、スイッチング素のオン特性が優れているために、各画素に対するソース信号の書
き込み時間をより短時間化することもできるので、表示パネル２のフレーム周期を容易に
短く（すなわち、リフレッシュレートを容易に高く）することができる。
【０４１６】
　また、酸化物半導体を用いたスイッチング素は、オフ状態のときのリーク電流が、ａ－
Ｓｉを用いたスイッチング素の１００分の１程度であり、リーク電流が殆ど生じない、オ
フ特性が非常に優れたものである。このように、オフ特性が非常に優れていることから、
フレーム周期を３３ｍｓ以上、すなわち、リフレッシュレートを３０Ｈｚ以下とすること
も容易である。
【０４１７】
　実施形態１～４に係る表示パネル２は、このようなオフ特性が優れている酸化物半導体
を用いたスイッチング素を各画素に採用することにより、表示パネル２が備える複数の画
素の各々のソース信号が書き込まれている状態を長期間維持することができるので、表示
パネル２のフレーム周期を容易に長く（すなわち、リフレッシュレートを容易に低く）す
ることができる。
【０４１８】
　（付加事項）
　本発明の一態様に係る表示装置は、上記の課題を解決するために、複数のゲートライン
、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデータライン、及び、当該
複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応して配置された複数の画
素を有する表示パネルと、上記複数のゲートラインに対し、ゲートライン駆動電流を供給
することによってゲート信号を印加するゲートライン駆動回路と、上記複数のデータライ
ンに対し、データライン駆動電流を供給することによってデータ信号を印加するデータラ
イン駆動回路と、１フレームを複数のフィールドより構成するインターレース駆動方式を
用いて上記ゲート信号及び上記データ信号の制御を行う制御手段と、を備え、上記制御手
段は、あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信号が印加された
後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対してゲート信号が印
加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流を、上記選択されたゲートラインにゲ
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ート信号が印加されたときのデータライン駆動電流に比べて所定の割合だけ減少させるこ
とを特徴としている。
【０４１９】
　上記の構成によれば、上記制御手段は、インターレース駆動方式を用いて上記ゲート信
号及び上記データ信号の印加を行う際に、上記あるフィールドにおいて選択されたゲート
ラインに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択され
るゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電
流を、上記選択されたゲートラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電
流に比べて所定の割合だけ減少させるように、上記データライン駆動回路を制御する。
【０４２０】
　これによって、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信
号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対して
ゲート信号が印加されるまでの期間においてデータライン駆動電流を供給するために消費
される電力を削減することができる。
【０４２１】
　したがって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することができる
。
【０４２２】
　本発明の一態様に係る表示装置において、上記制御手段は、あるフィールドにおいて選
択されたゲートラインに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートライン
の次に選択されるゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデー
タライン駆動電流を０にさせる、ことが好ましい。
【０４２３】
　上記の構成によれば、上記制御手段は、上記あるフィールドにおいて選択されたゲート
ラインに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択され
るゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電
流を０にさせるよう、データライン駆動回路を制御する。
【０４２４】
　これによって、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信
号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対して
ゲート信号が印加されるまでの期間においてデータライン駆動電流を供給するために消費
される電力を、さらに削減することができる。
【０４２５】
　本発明の一態様に係る表示装置において、上記制御手段は、さらに、あるフィールドに
おいて選択する選択画素に印加するデータ信号の極性を、上記ゲートラインに沿った方向
および上記データラインに沿った方向について、それぞれ所定の数の選択画素を単位とし
て反転させると共に、あるフィールドにおける各選択画素に印加するデータ信号の極性を
、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールドにお
いて該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転させることが好ましい。
【０４２６】
　上記の構成によれば、上記制御手段は、あるフィールドにおいて選択する選択画素に印
加するデータ信号の極性が、上記ゲートラインに沿った方向および上記データラインに沿
った方向について、それぞれ所定の数の選択画素を単位として反転するように、上記デー
タライン駆動回路を制御する。したがって、上記の構成によれば、フリッカの発生が抑制
される。
【０４２７】
　また、上記制御手段は、あるフィールドにおける各選択画素に印加するデータ信号の極
性を、該選択画素を選択したフィールドであって当該あるフィールドの直前のフィールド
において該選択画素に印加したデータ信号の極性に対して反転させるように、上記データ
ライン駆動回路を制御する。したがって、上記の構成によれば、画素の焼き付きが防止さ
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れる。
【０４２８】
　これによって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減しつつ、さらに
、フリッカの発生を抑制することができる。
【０４２９】
　本発明の一態様に係る表示装置において、上記データライン駆動回路は、上記画素のう
ち同じ色を表示する画素であって、列方向に互いに最近接するｍ個（ｍは１以上の整数）
の画素毎に極性が反転し、行方向に最近接する画素毎に極性が反転するようにデータ信号
を供給する、ことが好ましい。
【０４３０】
　本発明の一態様に係る表示装置において、上記データライン駆動回路は、上記画素のう
ち同じ色を表示する画素であって、列方向及び行方向に互いに最近接する画素毎に極性が
反転したデータ信号を供給する、ことが好ましい。
【０４３１】
　本発明の一態様に係る表示装置において、上記データライン駆動回路は、上記画素のう
ち同じ色を表示する画素であって、列方向に互いに最近接する２つの画素毎に極性が反転
し、行方向に最近接する画素毎に極性が反転するようにデータ信号を供給する、ことが好
ましい。
【０４３２】
　また、本発明の一態様に係る表示装置において、上記表示パネルは、酸化物半導体を材
料とする半導体層を有するスイッチング素子を備えている、ことが好ましい。
【０４３３】
　上記の構成によれば、表示装置において、オン特性およびオフ特性に優れている酸化物
半導体を材料とする半導体層を有するスイッチング素を採用することで、フレーム周期、
すなわち、リフレッシュレートを変化させることが容易になる。
【０４３４】
　また、本発明の一態様に係る表示装置において、上記酸化物半導体は、ＩＧＺＯである
ことが好ましい。
【０４３５】
　上記の構成によれば、表示装置において、酸化物半導体としてＩＧＺＯを採用すること
で、フレーム周期、すなわち、リフレッシュレートを変化させることが容易になる。
【０４３６】
　本発明の一態様に係る表示装置は、液晶表示装置である、ことが好ましい。
【０４３７】
　本発明の一態様に係る表示装置の駆動装置は、上記の課題を解決するために、複数のゲ
ートライン、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデータライン、
及び、当該複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応して配置され
た複数の画素を有する表示パネルを駆動する駆動装置であって、上記複数のゲートライン
に対し、ゲートライン駆動電流を供給することによってゲート信号を印加するゲートライ
ン駆動回路と、上記複数のデータラインに対し、データライン駆動電流を供給することに
よってデータ信号を印加するデータライン駆動回路と、１フレームを複数のフィールドよ
り構成するインターレース駆動方式を用いて上記ゲート信号及び上記データ信号の制御を
行う制御手段と、を備え、上記制御手段は、あるフィールドにおいて選択されたゲートラ
インに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択される
ゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流
を、上記選択されたゲートラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電流
に比べて所定の割合だけ減少させることを特徴としている。
【０４３８】
　上記の構成によれば、上記制御手段は、インターレース駆動方式を用いて上記ゲート信
号及び上記データ信号の印加を行う際に、上記あるフィールドにおいて選択されたゲート
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ラインに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択され
るゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電
流を、上記選択されたゲートラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電
流に比べて所定の割合だけ減少させるように、上記データライン駆動回路を制御する。
【０４３９】
　これによって、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信
号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対して
ゲート信号が印加されるまでの期間においてデータライン駆動電流を供給するために消費
される電力を削減することができる。
【０４４０】
　したがって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することができる
。
【０４４１】
　本発明の一態様に係る表示装置の駆動方法は、上記の課題を解決するために、複数のゲ
ートライン、当該複数のゲートラインと交差するように配置された複数のデータライン、
及び、当該複数のゲートラインと当該複数のデータラインとの交差部に対応して配置され
た複数の画素を有する表示パネルと、上記複数のゲートラインに対し、ゲートライン駆動
電流を供給することによってゲート信号を印加するゲートライン駆動回路と、上記複数の
データラインに対し、データライン駆動電流を供給することによってデータ信号を印加す
るデータライン駆動回路とを有する表示装置を、１フレームを複数のフィールドより構成
するインターレース駆動方式を用いて駆動する駆動方法であって、あるフィールドにおい
て選択されたゲートラインに対してゲート信号が印加された後、当該選択されたゲートラ
インの次に選択されるゲートラインに対してゲート信号が印加されるまでの期間における
データライン駆動電流を、上記選択されたゲートラインにゲート信号が印加されたときの
データライン駆動電流に比べて所定の割合だけ減少させることを特徴としている。
【０４４２】
　上記の構成によれば、インターレース駆動方式を用いて上記ゲート信号及び上記データ
信号の印加を行う際に、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲ
ート信号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに
対してゲート信号が印加されるまでの期間におけるデータライン駆動電流を、上記選択さ
れたゲートラインにゲート信号が印加されたときのデータライン駆動電流に比べて所定の
割合だけ減少させるように制御する。
【０４４３】
　これによって、上記あるフィールドにおいて選択されたゲートラインに対してゲート信
号が印加された後、当該選択されたゲートラインの次に選択されるゲートラインに対して
ゲート信号が印加されるまでの期間においてデータライン駆動電流を供給するために消費
される電力を削減することができる。
【０４４４】
　したがって、従来のインターレース駆動と比較して、消費電力を削減することができる
。
【０４４５】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種
々の変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わ
せて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０４４６】
　本発明の一態様に係る表示装置は、テレビジョン受像機、パーソナルコンピュータ、カ
ーナビゲーションシステム、携帯電話、スマートフォン、デジタルカメラ、及び、デジタ
ルビデオカメラなどに好適に適用することができる。
【符号の説明】
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【０４４７】
　１　　　液晶表示装置（表示装置）
　２　　　表示パネル（液晶表示パネル）
　４　　　タイミングコントローラ（制御手段）
　６　　　走査線駆動回路（ゲートライン駆動回路）
　８　　　信号線駆動回路（データライン駆動回路）
　１０　　共通電極駆動回路
　１３　　電源生成回路

【図１】 【図２】
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